
古
代
交
学
史
に
於
け
る
近
江
飛
鳥
朝
の
意
義

徳

光

久

.
也

(信
州
大
学
教
授

教
育
学
部
)

一

周
知

の
如
ぐ
、
古
代
文
学
史

の
上
限
ば
、
.聖
徳
太
子

の
推
古
朝

(α
ゆ
。。ー
①
誌
)
.
に
お
か
れ
る
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
推
古
朝
が
文
献
時
代

の
.は
じ

ま
り
で
あ
る
と
い
う
に
あ
る
而
帥
ち
、
世
に

「
推
古
遺
文
」

と
い
わ
れ
る
如
く
、
'推
古
時
代
の
文
章
と
称
せ
ら
れ
惹
も

の
が
現
に
伝
え
ら

れ
て

い
る

の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
原
物
資
料
と
、
文
献
資
料
と
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
古
代
文
章
皮
、
及
び
古
代
文
学
蔓
の
貴
重
な
上
限
資
料
と
目
せ
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
、
世
に
い
わ
ゆ
る
推
古
遺
文
と
い
う
も

の
を
、
働
文
学
性

の
稀
薄
な
ご

と
、
仮
り
に
推
古
時
代
の
文
章
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ

れ
は
文
章
史

の
上
限
資
料
と
は
な
り
得
て
竜
、
文
学
皮

の
上
隈
資
料
と
し
て
は
難
色
が
あ
る
こ
と
。
吻
推
古
遺
文

の
原
物
資
料
存
在

の
母
胎
で
あ
り
基
盤
で
あ

る
、
現
存

の
法
隆
寺
金
堂
及
び

五
重
塔
は
、
後
述

の
如
く
、
、学
界

の
現
段
階

で
は
、
天
武
朝
白
鳳
期

(O
這
…
①o。
①
)
の
再
建

で
あ
り
、
従

つ
て
、
推
古
遺
文
の

貴
重
な
原
物
費
料
と
し
て
、
何

人
も
疑
わ
な
か
つ
た
、
金
堂
安
置
a
薬
師
仏
と
釈
迦
三
奪
像
(訪

一
)
と
の
二
仏
の
造
豫
銘
が
、
推
古
時
代

の
も

の
で
は
な
く
、

白
鳳
期

の
も
の
と
断
定
さ
れ
る
に
至
つ
た
こ
と
、
の
ニ
ケ
條
む
主
な
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
大
多
数
の
古
代
文
学
典
家
に
よ
り
、
支
持
さ
れ
踏
襲
さ
れ
て
来

た
推
古
遺
文
を
、
古
代
文
学
史

の
上
限
資
料
と
す
る
事
を
否
定
し
,
上
限
設
定

の
実
証
資
料
を
得
る
方
途
を
、
別
に
講
す

べ
き
で
あ
る
事
を
主
張
す
惹
。

、

た
だ
一
推
古
.遺
丈
0
否
定
を
詳
細
に
論
証
す
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
本
稿
で
は
そ
の
目
的
と
も
し
て
騎
ら
な

い
し
、
枚
数
上
か
ら
も
不
可
能
で
あ
る
が
、
立

論

の
過
程
に
、
そ

の
こ
と
を
全
然
省
い
て
了
ケ
こ
と
は
、
論
理
の
飛
躍
や
独
断
を
懸
念
さ
れ
な

い
も

の
で
も
な

い
か
匿
、
極
め
て
概
略
な
が
ら
触
れ
て
か
L
る

と
と
に
し
た

い
。

ド

六
枇
紀
の
末
葉

か
ら
七
世
紀

の
初
頭

に
か
け
た
推
古
朝
は
、
聖
徳
太
子
が
時
局
担
当
者
と
な
つ
て
、
大
陸
文
化

の
撮
取

に
つ
と
め
て
、
文
化
国
家

の
建
設
に

湛
進
し
た
時
代
で
あ
る
と

一
般

に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
推
古
紀
が
語
る
時
代

の
す
が
た
は
こ
う
な

の
で
あ
み
が
、

一
方
に
於
い
て
、
七
世
紀

の
は
じ
め
に
、
.階

古
代
丈
学

更
に
於

け

る
近

江
飛
{馬
覇

の
意
義

(
徳
光
)

一
五

(
一二
七
)



　
　
　
　
　
俵
州
大
学
、
紀
要
・
，
第
．
允
翌
、
一
．
r
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
一
六
（
三
八
）

の
宮
廷
に
派
造
さ
れ
だ
倭
国
主
の
使
者
大
夫
の
語
る
と
．
ご
6
と
し
セ
馬
．
記
録
さ
れ
て
・
い
る
令
書
倭
国
σ
記
述
か
ら
感
じ
ら
れ
る
ど
と
ろ
で
は
、
、
大
陸
文
化
の
謳

激
掻
取
に
旺
盛
な
食
懲
を
示
し
て
い
．
る
一
意
世
紀
の
倭
国
の
在
鯵
方
ど
推
古
紀
と
は
、
ど
う
も
ピ
ツ
タ
リ
と
し
な
い
．
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
慰
の
を
感
じ
ざ
せ
る
0
で

あ
っ
て
、
中
国
の
文
献
に
資
料
と
し
て
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
．
推
古
紀
は
き
び
し
く
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
然
し
な
が
ら
、

と
の
時
代
が
、
す
で
に
文
献
時
代
に
は
い
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
慰
書
の
記
載
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
、
学
問
的
な
根
拠
を
も
つ
た
前
提
と
し
て
よ
い
で

あ
ろ
ケ
。
け
れ
ど
巻
つ
推
古
紀
が
描
ぐ
時
代
め
交
化
的
様
絹
が
、
．
ど
れ
だ
け
現
実
、
に
齢
し
た
も
の
で
み
惹
か
は
蘭
題
で
あ
ろ
う
ρ
．

　
先
ず
、
法
隆
寺
の
文
化
が
？
偉
大
な
時
代
を
保
証
し
実
証
す
る
存
在
で
訪
る
ど
さ
れ
セ
来
た
。
た
ど
幻
、
、
一
方
に
宣
い
で
再
建
論
は
応
え
ら
れ
て
い
て
も
、

飛
鳥
時
代
（
註
尊
）
の
推
古
仏
、
・
飛
鳥
時
代
様
式
め
金
堂
や
塔
と
し
て
、
或
は
又
、
、
飛
鳥
芸
術
の
粋
を
誇
る
金
堂
壁
画
の
存
在
ぼ
き
殆
ん
ど
墨
髭
の
余
地
を
容
れ

な
い
維
対
的
な
も
め
と
し
て
璽
重
ざ
れ
》
こ
の
こ
と
を
大
前
提
と
し
で
、
推
古
斯
を
め
ぐ
る
古
代
文
化
に
間
す
惹
学
歴
的
な
考
察
や
論
議
が
重
胤
ら
れ
て
来
た

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
古
代
文
学
典
の
領
域
に
於
け
る
時
代
区
分
の
問
題
に
し
て
も
、
、
滑
面
遺
文
と
い
ケ
も
の
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
上
に
立
っ
て
．
古
代
前

期
（
上
代
）
．
の
文
学
史
は
構
想
ざ
れ
組
織
さ
れ
て
来
て
い
る
の
で
あ
6
。
、
巨
か
よ
ケ
に
Y
推
古
朝
と
い
う
時
代
は
、
時
代
め
太
陽
ど
し
て
仰
が
れ
て
い
た
ど
考
え

ら
れ
る
隊
．
哲
人
聖
徳
忙
裏
の
讃
仰
と
柑
倹
っ
て
、
古
代
島
本
の
文
化
の
黄
金
時
代
が
現
風
さ
れ
て
い
た
と
、
蔑
太
に
信
じ
ら
肱
で
棄
た
の
で
み
っ
た
ひ
〃
婁
徳

太
子
の
推
古
朝
”
、
傷
壁
画
を
生
ん
だ
飛
鳥
時
代
”
、
　
と
う
い
っ
た
先
入
感
を
、
推
古
紀
以
来
今
日
に
蓋
る
ま
で
旨
本
人
σ
心
に
植
え
つ
け
で
来
て
い
溶
の
で
あ

る
っ
さ
て
、
、
十
七
條
憲
法
は
聖
徳
太
子
の
作
に
非
す
、
三
経
義
疏
は
太
子
の
著
述
に
素
ナ
、
ど
い
っ
た
ど
ご
5
か
溢
は
じ
ま
つ
で
Y
法
隆
寺
の
金
堂
も
五
重
塔

臨
推
古
時
代
の
毛
の
で
な
ぐ
馬
壁
画
を
ぽ
じ
め
、
金
堂
本
奪
の
薬
師
仏
、
金
堂
安
置
σ
釈
迦
三
岳
仏
等
む
、
．
全
部
蕉
風
朝
⑪
も
の
に
制
す
と
杏
銘
し
て
、
了
」
う
結

果
に
立
至
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
、
日
本
人
の
受
げ
る
精
棉
的
胤
打
撃
、
と
．
い
う
も
の
は
、
一
応
無
覗
出
来
な
い
で
み
ろ
う
σ
・
然
し
な
が
ら
、
堂
島
を
古
代
輿
σ
第
．

一
義
的
資
料
と
し
て
、
そ
の
記
載
を
無
批
判
的
に
金
利
玉
條
蔵
す
る
従
来
の
科
学
前
期
の
感
傷
論
や
観
念
論
に
心
眼
を
曇
ら
さ
れ
る
事
な
く
、
我
々
は
細
江
な

真
理
の
殿
堂
の
扉
の
前
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
下
、
．
推
古
三
文
の
否
定
的
な
デ
ー
タ
ー
を
の
み
羅
列
す
る
結
果
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
先
ず
、
推
古
十
五
年
（
⑰
O
刈
）
創
建
と
称
す
る
法
隆
寺
に
つ
い
て
、
そ
の
建
立
を
実
証
す
る
資
料
は
、
金
堂
本
辞
仏
σ
薬
師
仏
表
通
銘
で
あ
る
。
こ
れ
は
年
代

の
判
明
し
順
義
が
国
最
墨
譜
の
場
吉
を
、
嗜
婆
章
蕃
語
対
的
講
評
蔑
め
て
髪
も
の
で
あ
る
。
法
隆
寺
創
讐
塗
る
記
謬
推

古
紀
に
は
見
え
て
い
な
い
。
、
こ
の
薬
御
仏
銘
を
准
一
の
実
証
資
料
と
し
て
来
た
σ
で
あ
る
。
、
而
も
、
昭
和
八
・
九
年
以
来
、
こ
の
薬
師
仏
及
び
銘
文
、
叉
、
二

七
三
面
の
像
も
鋸
も
、
推
古
仏
で
は
な
く
、
銘
文
も
文
辞
の
内
容
よ
り
推
古
時
代
と
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
読
が
高
ま
っ
て
来
て
、
現
在
に
於
い
て
は
、
こ
れ



噺

ゆ

㌫
二
仏
の
様
式
ぼ
、
天
毎
朝
の
自
慰
期
と
い
う
と
と
に
大
体
た
っ
て
来
て
い
る
の
で
み
る
。
（
墨
糸
）
従
っ
て
銘
文
も
同
様
の
細
面
に
三
吟
、
推
古
並
等
の
原
物

と
い
う
高
い
地
位
か
ら
願
落
す
る
に
至
る
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
天
智
紀
九
年
（
鶏
9
四
月
の
條
に
、
法
隆
寺
が
一
直
も
余
さ
す
焼
け
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
事
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
非
再
建
論
者
は
、
何
ん
と
か
理
窟

を
つ
け
で
，
こ
0
認
事
を
無
混
し
ょ
ケ
と
す
る
が
、
も
は
や
近
江
朝
以
降
の
時
代
に
、
官
撰
の
歴
史
の
記
載
に
間
違
い
が
あ
ろ
う
筈
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
と

の
点
で
も
非
再
建
論
は
破
綻
を
来
す
訳
で
あ
添
。

　
・
法
隆
寺
σ
再
建
非
再
建
論
は
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
学
界
に
論
争
が
は
じ
ま
夢
、
明
治
三
十
八
年
頃
と
、
昭
和
十
四
年
頃
と
が
、
論
争
史
上
の
；
つ
の
頂
点

で
診
る
ど
い
わ
れ
る
。
い
す
れ
も
、
建
築
様
式
や
仏
像
の
様
式
、
・
日
本
書
紀
（
諺
O
）
、
近
江
朝
以
後
の
成
立
と
思
わ
れ
る
聖
徳
法
王
帝
読
、
天
早
十
九
年
（
隷
“
）

勘
造
の
法
隆
寺
流
記
資
財
帳
、
曲
論
元
年
（
H
H
①
α
）
書
写
の
七
大
寺
年
表
、
治
承
（
元
昌
ミ
）
頃
の
伊
呂
波
字
類
並
等
の
丈
献
資
料
に
依
っ
て
論
議
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
年
七
月
下
旬
か
ら
、
そ
れ
ま
で
容
易
に
承
諾
し
な
か
っ
た
寺
院
側
を
寒
き
伏
せ
て
、
疎
開
の
為
め
に
金
堂
に
手
を
つ

け
、
先
ナ
内
陣
の
天
井
板
が
取
狂
外
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
落
書
の
絵
や
文
字
が
発
見
さ
れ
ふ
そ
れ
に
よ
り
、
金
堂
建
立
年
代
が
、
上
限
は
天
武
朝
、
下
阪
が
和
銅

と
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
（
註
四
）
、

　
こ
れ
ぽ
り
前
に
、
昭
和
十
八
年
十
」
月
梶
、
五
重
塔
内
部
上
坊
の
小
壁
表
面
の
肯
七
つ
く
い
が
は
げ
た
乏
こ
ろ
か
ら
壁
画
ち
し
い
も
の
が
発
見
さ
れ
、
そ
の

調
査
が
五
重
塔
解
体
工
事
の
は
じ
ま
っ
た
一
．
｝
十
二
年
五
月
中
旬
か
ら
行
わ
れ
た
。
塔
の
四
方
の
出
入
口
の
両
側
八
面
中
σ
二
面
を
除
く
六
薗
の
大
き
な
壁
か

ら
、
壁
画
が
続
々
と
発
見
さ
れ
だ
。
こ
れ
は
金
堂
四
隅
の
も
の
と
図
柄
大
き
さ
ま
で
一
致
し
て
い
る
の
で
、
金
堂
の
そ
れ
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ

れ
た
。
（
註
五
）
こ
れ
に
よ
っ
て
、
金
堂
及
び
五
重
塔
は
相
前
後
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ζ
の
五
畜
の
初
暦
善
書
（
奔
の
張
っ
て
あ
る
の
は
憲
だ
け
）
か
ら
も
・
金
堂
高
話
の
絵
や
文
字
の
落
書
が
発
垂
れ
・
そ
の
ち
ち
の
峯
は
約

四
十
字
程
で
あ
る
が
、
．
、
い
す
れ
も
落
書
の
事
故
孤
立
的
断
片
的
で
、
ま
と
ま
っ
た
句
も
文
も
殆
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
だ
奈
爾
波
都
爾
佐
久
夜
己
の
九
文

字
；
づ
集
書
・
れ
て
蓼
螺
姦
げ
壽
た
冗
、
ζ
れ
矯
名
廃
仁
が
仁
婆
・
主
に
発
暴
つ
空
曹
仮
名
序
覧
さ
ゆ
）
乏
ぢ
釜
二

っ
て
い
る
難
波
津
の
．
歌
の
断
片
で
あ
る
事
は
確
実
で
あ
惹
。
こ
の
歌
の
断
片
の
発
見
と
い
う
こ
と
は
、
頗
る
重
要
な
問
題
を
含
む
も
の
で
あ
．
つ
て
、
塔
の
建
立

時
代
を
推
古
へ
で
は
な
く
、
和
銅
の
方
へ
近
づ
け
る
根
拠
と
な
る
竜
の
で
あ
る
。
更
に
、
二
十
四
年
十
月
初
旬
に
、
塔
心
柱
楚
石
内
か
ら
、
大
正
十
五
年
以
来

二
十
四
年
振
り
に
再
度
発
掘
さ
れ
た
秘
宝
の
仏
舎
利
容
器
の
問
題
が
あ
る
。
容
器
の
蓋
め
海
獣
葡
萄
鏡
及
び
金
銀
容
器
の
毛
彫
模
様
等
は
、
．
明
ら
か
に
白
鳳
様

式
匹
も
の
で
．
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の
如
く
、
塔
・
金
堂
の
解
体
修
理
に
着
手
さ
れ
て
か
ら
、
、
実
物
資
料
が
続
々
と
出
、
て
来
て
、
輩
な
る
様
式
や
文
献

　
　
　
　
　
古
隻
学
史
に
於
讐
誓
飛
鳥
謬
意
義
（
徳
光
）
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
七
三
九
）
．
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信
掛
一
大
学
紀
・
要
　
・
第
、
一
夢
・
・
　
．
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
八
（
四
〇
）

の
堺
内
で
云
即
し
て
い
た
時
と
は
蓮
っ
て
、
．
い
船
ゆ
る
法
隆
寺
学
は
格
殺
σ
実
証
性
を
も
つ
て
飛
躍
を
途
げ
る
に
至
っ
た
。
金
堂
及
び
塔
の
保
存
工
事
0
報
告

書
や
、
黒
馬
容
器
の
科
学
的
検
証
に
よ
る
報
告
書
が
き
学
界
に
於
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
な
ら
ば
㍉
再
建
蕗
再
建
論
に
対
す
る
裁
断
が
、
や
が
て
ぽ
科
学
の

手
に
依
り
科
学
の
名
に
於
い
て
下
さ
れ
る
事
で
あ
ろ
う
。
．

　
二
＋
四
年
一
月
二
十
六
日
早
曉
．
の
金
堂
の
火
災
に
依
り
内
外
陣
を
乏
い
て
、
世
界
の
至
宝
壁
颪
は
変
色
大
破
し
た
。
現
在
金
堂
と
塔
は
夫
々
工
事
事
務
所
が

設
げ
ら
れ
て
い
て
、
着
、
々
工
程
が
進
め
ら
れ
て
い
る
位
〃
曜
和
版
法
隆
寺
造
営
の
瘍
”
に
は
い
っ
て
み
る
と
、
．
そ
穿
う
に
ト
栄
華
勅
語
0
倒
の
入
道
言
言
σ
法

成
寺
書
霧
隠
写
を
思
津
べ
る
・
．
今
・
一
雇
迄
組
立
て
が
終
つ
奪
は
（
二
＋
五
年
青
末
現
在
）
・
や
が
て
蚕
の
鵬
繋
鵜
聯
の
塁
に
全
書
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
た
み

遠
ぐ
ば
あ
る
ま
い
σ
．
だ
が
、
あ
の
金
堂
の
壁
画
を
追
憶
の
験
に
描
ぐ
、
白
鳳
臥
天
雫
の
郵
民
な
ら
ぬ
、
晴
和
0
〃
国
民
わ
れ
”
ぽ
た
ま
ら
な
く
淋
し
い
の
で
あ

る
。　
　
〔
註
〕
、
・
．
　
　
　
、
：
　
ポ
　
　
：
．
　
．
　
　
、
　
　
　
　
　
　
・
・
　
．
一

馳、

i一

j
釈
迦
三
悪
仏
の
科
学
的
研
究
と
し
て
は
（
由
沢
、
久
野
、
沢
柳
、
坂
本
の
．
四
氏
に
よ
る
「
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
陸
際
」
（
二
＋
臨
年
†
露
岩
蒸
鮨
瓢
）
が
あ
る
ひ

　
h
（
二
）
飛
潟
持
弐
と
い
う
名
盤
は
美
術
史
上
の
推
噛
時
代
と
い
う
意
昧
に
用
い
渇
。
従
っ
て
標
題
の
飛
鳥
覇
（
天
武
の
飛
鳥
浮
鞭
原
宮
時
代
）
と
は
違
う
の
で
あ
る
。

　
　
（
三
）
杜
田
治
郎
法
隆
寺
の
研
究
愛
七
養
以
降
参
照
。

　
　
（
四
）
　
石
財
照
戊
作
　
　
法
隆
工
守
金
堂
天
井
板
の
一
洛
灘
閣
（
昭
知
F
二
二
・
八
　
「
美
辞
粥
及
エ
立
塩
」
墨
銀
ノ
伽
伸
監
弧
珊
致
〃
）

「
　
（
五
）
淺
野
　
溝
＝
法
隆
寺
五
重
塔
発
見
の
壁
画
に
つ
い
て
（
昭
和
二
三
・
・
八
「
仏
教
芸
術
」
亘
）
　
．
　
　
　
　
・
：
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
．
∵
て
　
＼
　
　
　
「
　
　
　
了
』
…
、
一
　
　
・
　
：
ン
』
「
ジ
～
～
　
　
p
．

　
推
古
遺
文
の
問
題
を
論
じ
よ
ケ
と
し
て
、
法
隆
寺
の
再
建
業
再
建
の
聞
茶
に
雲
で
ぽ
い
っ
て
了
っ
て
、
や
や
本
懸
が
ら
外
れ
だ
観
が
あ
惹
が
・
、
言
わ
ば
急
が

ば
廻
れ
式
0
孤
二
巴
な
の
で
あ
る
℃
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
　
」
　
・
　
　
　
　
　
」
・
　
・
　
　
　
　
．
：
　
　
　
・
　
・

，
こ
れ
迄
Y
古
代
前
観
（
上
代
）
の
文
学
史
の
上
限
を
飾
る
、
確
実
な
資
料
と
し
て
認
め
ら
れ
て
来
た
推
古
遺
文
な
る
も
の
を
、
そ
の
確
実
度
の
高
い
と
思
わ

れ
て
い
た
も
の
か
墜
挙
げ
る
と
、
e
金
文
（
原
物
）
、
　
曾
金
・
文
及
び
石
文
危
文
献
資
料
、
以
下
胤
様
）
翫
　
口
繍
帳
文
、
曾
外
交
文
譜
監
㈲
十
七
條
憲
法
㌦
㈹
仏

三
一
注
疏
の
順
と
な
る
で
あ
ろ
5
∬

　
こ
れ
ら
を
全
部
否
定
し
得
た
と
し
て
も
、
・
推
古
時
代
が
文
献
時
代
に
は
い
っ
て
い
た
事
倣
否
定
出
来
な
い
の
で
あ
り
、
又
こ
れ
ら
の
中
に
も
、
真
に
推
古
の

文
章
を
伝
え
で
い
る
も
の
も
胤
い
ど
は
断
定
し
て
了
え
な
い
の
で
あ
つ
で
駅
禽
今
後
②
研
究
に
倹
．
つ
べ
き
右
の
も
あ
ろ
5
1
が
労
わ
だ
ぐ
し
は
帆
古
代
文
章
史
の

●

齢

，



主
限
と
し
て
な
ち
ぽ
、
推
古
時
代
を
認
め
る
．
事
が
樹
勢
み
と
思
う
が
、
丈
聖
典
の
上
限
と
し
て
ほ
、
認
め
る
軍
需
は
患
来
な
い
と
主
張
す
る
者
．
で
あ
る
。

、
十
七
條
憲
法
、
仏
典
注
疏
掠
聖
徳
太
子
の
作
で
は
な
い
と
す
る
詮
は
、
津
田
左
右
吉
氏
が
唱
え
、
て
一
嘉
．
ち
れ
る
。
バ
粧
一
）
こ
れ
は
氏
の
丈
獣
批
判
的
老
骨
の
瀦

、
果
合
あ
み
が
ハ
乏
に
が
く
、
十
．
七
條
法
は
、
そ
の
思
態
内
容
・
．
文
辞
・
窮
粛
粛
の
点
か
ら
検
討
し
て
、
大
化
改
薪
以
後
に
、
帝
紀
本
辞
（
古
事
記
序
）
の
制
作

著
に
依
っ
て
．
，
造
作
さ
れ
ノ
た
も
の
で
あ
る
事
は
否
定
出
来
な
い
。
．
仏
典
の
注
疏
は
、
天
不
十
九
年
銀
造
の
法
隆
寺
流
記
資
跡
帳
に
託
し
て
あ
る
ハ
例
の
げ
三
経
肇

疏
の
事
で
あ
る
が
、
天
喜
＋
九
年
以
前
に
於
い
て
、
太
子
倭
仰
の
高
ま
づ
た
時
代
に
、
太
子
の
名
の
下
に
制
作
さ
れ
旋
仮
托
の
著
述
と
見
な
さ
れ
る
津
潤
氏
の

、
読
は
支
持
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
推
古
紀
の
外
交
文
書
の
丈
章
も
亦
十
七
條
法
と
伺
蒔
頃
・
の
制
作
と
見
ら
れ
．
る
。
た
か
階
書
倭
国
に
記
載
さ
れ
て
今
に
伝
え
．

ち
れ
て
い
る
隅
、
「
日
出
処
夫
子
卜
書
日
没
処
天
子
無
慈
」
の
十
四
文
字
ほ
、
七
世
紀
初
頭
の
倭
国
宮
廷
の
便
臣
が
も
た
ら
し
た
国
書
の
文
辞
と
し
て
伝
復
ち
れ
て

・
い
る
の
だ
か
ち
、
回
れ
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
の
外
の
、
「
法
王
帝
説
」
に
依
っ
て
伝
え
ち
れ
て
い
る
曼
陀
羅
繍
撰
銘
と
か
、
釈
日
本
紀
に
依
っ
て
伝
え
ら
れ
で
い
る
伊
豫
道
後
温
湯
碑
丈
の
唯
一
の
石
丈

も
、
元
興
寺
縁
起
の
元
興
寺
露
盤
銘
も
、
い
す
れ
も
伝
え
ら
れ
た
文
献
以
前
に
、
還
る
ヒ
と
ば
．
危
瞼
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
一
。
。
　
（
註
二
）
か
よ
う
に
、
し
・

セ
．
、
」
い
わ
ゆ
る
推
．
古
身
文
は
．
、
原
物
以
外
の
丈
献
資
料
も
、
．
殆
ん
ど
確
実
度
が
乏
し
い
事
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
原
物
の
薬
師
仏
銘
と
釈
迦

三
奪
銘
、
’
そ
れ
に
前
述
の
五
重
塔
天
井
か
ち
出
た
奈
爾
波
都
の
歌
の
断
片
の
三
種
が
、
推
古
遺
丈
の
実
証
資
料
と
し
て
残
っ
た
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
述
べ
た

如
く
、
金
堂
及
び
塔
の
建
立
が
天
武
の
白
鳳
期
と
な
れ
ば
、
、
歌
の
断
片
は
当
然
推
古
遺
文
の
圏
外
で
あ
っ
て
問
題
外
と
な
り
、
而
も
歌
そ
の
も
の
の
内
証
的
老
．

察
（
註
三
）
か
ら
も
寄
こ
の
事
は
確
実
な
．
も
の
と
し
て
支
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

，
一
・
一
仏
像
及
び
そ
の
銘
文
も
疑
惑
を
持
た
れ
て
い
る
事
は
前
述
し
た
が
、
特
に
銘
文
に
つ
い
て
、
輻
童
画
辻
町
は
、
働
薬
師
仏
銘
に
天
皇
と
い
う
飛
雪
、
が
三
度
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

出
て
い
る
が
、
推
古
朝
に
は
な
い
事
で
そ
れ
以
後
の
右
の
ら
し
く
、
働
聖
王
も
太
子
筑
後
の
奪
称
と
思
わ
れ
、
箇
薬
師
像
と
い
う
文
旦
が
出
て
い
る
が
、
．
我
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

箇
で
薬
師
像
が
は
じ
め
て
現
わ
れ
た
の
は
、
天
武
六
年
に
山
田
寺
で
鋳
造
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
こ
の
三
点
を
特
に
住
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
挙
げ
、
結
局
氏

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
〉
薬
師
仏
銘
を
天
武
士
の
後
書
以
後
、
天
雫
十
九
年
以
前
と
ず
る
σ
で
あ
る
。
更
に
釈
重
三
奪
銘
に
つ
い
て
も
、
法
皇
の
文
字
、
も
天
皇
と
同
じ
ぐ
太
子
信
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
高
ま
っ
た
以
後
と
覚
る
べ
き
こ
と
、
法
興
元
と
い
う
年
号
は
、
大
化
よ
り
も
五
十
｛
年
竜
前
に
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
ご
と
へ
文
体
が
推
古
朝
程
古
拙
で
な

く
整
備
し
て
い
る
こ
と
等
を
挙
げ
て
、
推
古
三
十
年
よ
り
後
で
、
天
智
九
年
よ
江
島
と
さ
れ
て
い
る
。
（
十
四
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

だ「

�
t
仏
銘
に
関
す
る
幅
山
氏
の
右
の
考
察
は
、
像
の
様
式
の
そ
れ
と
敏
別
の
鷺
味
で
、
心
様
注
目
に
価
ず
る
も
の
で
あ
る
α
殊
に
、
天
皇
の
二
字
忙
就
い
て

の
見
解
は
、
こ
の
銘
文
が
推
古
時
代
の
も
の
で
た
い
事
に
対
す
る
、
確
実
な
根
拠
を
與
え
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
古
代
工
学
典
に
於
骨
る
近
江
飛
鳥
朝
の
意
義
（
徳
光
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
（
四
一
）



匹

　
　
　
　
　
信
州
、
大
学
紀
要
　

第
一
夢
　
　
．
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
四
）

　
沁
皇
と
い
う
称
号
は
勿
論
廓
囹
で
用
い
た
も
の
を
糞
卑
し
た
0
で
あ
る
。
六
・
七
世
紀
の
古
代
日
本
の
丈
化
の
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
の
出
来
る
階
書
倭
国
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
記
載
を
見
て
も
洩
「
寸
時
訳
を
中
国
に
通
す
る
も
の
三
十
余
国
章
自
ら
王
と
称
す
…
…
開
皇
二
十
年
目
推
吉
八
年
⑪
O
O
）
倭
下
姓
ア
メ
、
字
解
リ
シ
ヒ
コ
・
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

オ
キ
ミ
と
量
す
…
し
－
大
業
三
年
（
推
古
十
五
年
・
小
野
妹
子
逡
階
の
年
）
其
の
王
タ
リ
シ
ピ
コ
使
を
陣
し
て
朝
貢
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
倭
王
で
あ
り
、
ど
こ
・

ま
で
塁
で
あ
る
・
孕
と
使
っ
て
も
い
け
な
か
っ
た
事
嬬
例
の
国
書
に
置
処
零
と
や
っ
て
、
聖
帝
の
怒
り
を
買
っ
た
・
と
で
も
分
る
・

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
天
皇
を
は
じ
め
て
元
首
0
称
号
に
使
っ
た
の
は
、
．
唐
の
高
下
で
あ
っ
て
、
旧
但
書
高
宗
本
紀
上
元
元
年
八
斗
の
條
に
「
皇
帝
を
天
皇
と
称
し
皇
后
（
則
天
武
．

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ

后
）
を
差
響
ど
称
す
」
と
あ
る
。
こ
の
上
元
元
年
は
我
が
天
武
二
年
（
O
冒
）
に
当
る
事
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
津
田
氏
は
、
天
皇
の
称
号
が
推
古
時
代
か
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ら
用
い
ら
れ
だ
ご
と
は
確
実
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
推
古
紀
十
六
年
の
條
の
噛
東
天
皇
敬
白
西
皇
帝
し
の
文
辞
も
承
認
さ
れ
な
が
ら
、
「
結
局
天
皇
は
公
式
の
一

般
に
承
認
さ
れ
た
称
号
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
が
」
と
鏡
さ
を
残
し
て
お
ら
れ
る
。
（
註
五
）
氏
は
薬
師
仏
銘
を
絶
対
的
に
推
古
文
と
信
じ
ら
れ
る
聖
王
、

そ
う
し
た
経
措
の
下
で
は
是
非
も
な
い
喜
で
あ
っ
た
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
帝
紀
本
辞
な
ど
で
も
天
皇
の
ご
と
は
皆
紅
命
と
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
栂
辞
に
対
す
る
天
早
朝
の
大
き
な
変
改
に
際
し
て
、
悉
く
天
皇
（
国
訓
ス
．
メ
ラ
、
（
、
瓜
．
‘

ト
）
と
書
き
換
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
然
し
各
天
皇
の
治
世
の
冒
頭
に
「
は
某
命
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
が
、
た
だ
盛
行
・
、
成
務
・
．
仲
哀
∴
欽
明
冴
．
崇
峻
∵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

の
五
代
は
最
初
に
菓
命
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
天
皇
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
津
田
氏
は
誤
写
と
見
て
お
ら
れ
る
が
、
（
註
六
）
前
の
三
代
は
、
「
オ
替
勝
7
酵
強

コ
オ
シ
ロ
ワ
ケ
、
ワ
．
カ
タ
テ
シ
ピ
コ
、
タ
ラ
シ
ナ
カ
ツ
ピ
コ
と
、
夫
々
古
代
の
主
の
称
号
で
あ
る
タ
ラ
、
営
ヒ
釦
（
階
書
の
タ
リ
シ
ピ
コ
）
へ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

こ
と
は
、
特
に
こ
の
三
代
の
冒
頭
が
天
皇
と
な
っ
て
い
る
事
と
関
蓮
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
．
角
叉
隅
欽
明
朝
の
頃
が
、
」
夫
開
の
上
段
か
ら
文
明
社
会
引

に
は
．
い
る
過
渡
期
で
あ
っ
て
、
ア
メ
ク
ニ
オ
シ
ハ
ル
キ
ヒ
ロ
ニ
ハ
と
い
う
天
皇
の
稻
号
と
実
名
に
、
特
別
な
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

う
。
つ
ま
り
治
世
［
の
冒
頭
に
天
宴
一
と
あ
る
帝
紀
の
天
一
武
箪
食
に
於
慮
る
地
位
が
想
像
嵐
来
る
と
“
う
事
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
帝
紀
本
辞
の
命
は
天
白
翼
に
鱒
言
者
㌦

改
め
ら
れ
た
事
は
明
ら
か
で
あ
り
、
而
も
そ
の
時
期
は
、
旧
辞
に
対
す
る
最
後
の
大
変
改
が
行
わ
れ
た
天
武
朝
で
あ
ろ
う
と
、
ゐ
允
《
滋
億
断
ず
る
者
で
あ
る
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

「
要
す
る
に
、
、
天
皇
と
い
う
称
号
は
、
天
武
朝
に
於
い
て
、
公
式
の
称
口
写
と
し
て
用
い
ら
れ
は
じ
め
て
か
ら
、
皇
室
所
伝
の
席
龍
本
辞
め
命
は
天
皇
に
全
部
改
・
・

め
ら
れ
π
と
考
え
ら
れ
る
。
、
碕
、
天
皇
と
い
．
う
称
号
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
輩
に
申
周
の
模
倣
と
い
う
羅
面
的
な
観
察
だ
β
で
倣
な
く
、
・
後
述
の
如
き
、
　
世
界
∵

帝
国
的
段
階
に
足
を
か
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
七
世
紀
後
牟
早
め
古
代
日
本
の
国
内
情
勢
と
対
応
し
た
観
点
か
ら
、
立
体
的
忙
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

い
と
思
わ
れ
る
。
帥
ち
、
金
堂
壁
画
を
生
み
な
し
た
と
こ
ろ
の
時
代
精
神
と
小
う
適
の
は
噂
中
国
の
元
首
と
下
等
癒
天
皇
と
い
う
称
号
の
使
用
に
よ
つ
て
う
か
－

が
わ
れ
る
漏
直
書
以
来
の
王
権
誇
示
の
高
潮
期
に
逡
し
て
い
た
時
代
の
様
相
と
、
ま
さ
に
対
応
す
る
も
の
・
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
コ

　
金
堂
本
尊
の
薬
師
仏
銘
は
ハ
天
皇
の
二
字
に
依
っ
て
、
銘
文
め
成
立
は
白
鳳
期
と
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
天
皇
0
外
に
も
ま
だ
問
題
は
あ
る
が
、
こ
の
銘
文

は
純
粋
の
漢
文
で
は
な
く
、
和
臭
を
帯
び
た
日
本
式
漢
交
、
帥
ち
和
化
漢
交
体
で
あ
グ
、
措
辞
法
さ
・
敬
語
法
、
助
詞
の
用
法
等
か
ら
い
っ
て
も
、
．
頗
溶
整
然
と

し
た
文
体
で
あ
っ
て
、
和
化
漢
文
体
の
典
型
ど
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
而
も
と
ケ
し
た
整
っ
た
文
体
が
、
、
古
事
証
よ
臥
も
一
世
紀
前
に
書
か
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
、
．
文
章
愛
上
驚
異
的
な
現
象
で
あ
惹
。
余
り
に
も
整
い
過
ぎ
て
お
リ
ハ
、
ケ
ま
…
週
ぎ
惹
と
い
ウ
「
た
感
じ
が
｝
強
か
ウ
た
が
、
推
古
十
五
年
㌧
創
建
の
金
堂
本
算

仏
・
で
あ
る
薬
師
仏
の
銘
と
い
う
、
絶
対
的
な
條
件
下
に
否
定
す
べ
く
も
な
か
っ
た
の
で
あ
番
。
恐
ら
く
古
事
証
中
に
も
、
こ
れ
程
㊨
和
化
体
は
見
出
せ
ま
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

思
わ
れ
る
。
ど
に
か
く
薬
師
仏
錺
が
推
古
遺
文
原
物
の
王
座
か
ら
顛
落
す
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
②
釈
迦
仏
銘
も
、
、
．
法
皇
の
用
宇
例
か
ら
推
し
て
も
、
推
古

文
の
原
物
と
は
見
難
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
薬
師
仏
銘
と
同
様
で
あ
る
。

．
臥
上
、
古
代
文
学
変
の
上
限
設
定
実
証
資
料
と
し
で
、
殆
ん
ど
絶
対
的
な
価
値
を
持
つ
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
来
た
推
古
遺
筆
は
、
墨
黒
そ
の
も
の
が
極
み
て

文
学
性
に
乏
し
い
実
用
文
で
の
惹
こ
と
と
、
文
献
で
縁
え
ら
れ
で
い
る
も
の
は
勿
論
、
累
物
と
し
て
確
実
覗
さ
れ
て
来
・
た
二
銘
文
に
、
そ
れ
を
否
定
す
る
反
証

が
挙
つ
．
て
駈
そ
れ
が
学
問
的
に
覆
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
推
古
置
文
も
大
都
分
は
雲
散
五
心
す
べ
き
蓮
命
に
あ
．
惹
も
の
で
あ
レ
、
従
っ
て
、
推
古

斡
が
古
代
文
学
史
の
上
限
で
あ
る
と
す
る
詮
は
、
も
は
や
い
か
な
る
見
地
か
ら
し
て
も
、
．
認
め
る
訳
に
は
行
か
な
く
な
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
、

　
侮
、
毒
念
的
に
は
と
に
か
く
、
実
証
的
に
は
法
隆
寺
の
金
堂
や
塔
が
自
鳳
期
と
い
．
う
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
推
古
朝
の
文
化
か
ら
、
」
、
遺
文
や
壁
颪
や
仏
像
や

堂
塔
を
引
去
れ
ば
ル
、
文
化
的
に
は
殆
ん
ど
三
白
な
時
代
と
い
5
1
こ
口
に
な
っ
て
子
ヶ
で
あ
ろ
う
。
、
・

　
〔
註
〕

　
　
．
（
一
）
．
津
田
左
右
吉
　
日
本
古
典
の
研
究
下
二
二
頁
－
1
ニ
エ
八
頁
。

　
　
（
二
）
推
古
遺
文
を
真
仮
名
字
母
及
び
真
假
名
表
記
様
式
上
か
ら
考
察
し
た
結
果
か
ら
も
、
そ
の
文
献
資
料
と
し
て
の
価
値
を
、
無
條
件
に
絶
対
音
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

　
　
　
．
乏
考
え
ら
れ
る
。

　
　
‘
（
三
）
・
奈
爾
波
都
の
鍬
縫
喬
の
粛
軍
摩
六
－
三
八
○
志
巽
に
、
激
の
父
母
t
て
婁
潮
に
丁
子
叢
と
し
て
事
、
婆
、
さ
れ
た
（
単
発
序
、
三
物

　
　
　
霜
藁
馨
）
、
従
3
、
万
博
域
の
歌
魔
ら
れ
．
η
蒲
庚
集
に
関
集
あ
・
ぶ
の
理
、
坂
上
饗
、
家
誘
隷
書
に
薦
の
璽
な
も
の
が
見
回
る
、

　
　
　
　
　
　
セ
セ
イ
マ
ハ
　
ハ
ル
ベ
　
ト

　
　
　
　
就
中
、
今
者
春
酒
登
（
巻
八
三
一
四
三
三
）
と
い
弘
同
一
歌
句
が
坂
上
鄭
女
の
歌
句
話
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
考
察
は
別
に
発
表
し
た
い
。

　
　
　
（
四
）
爾
山
敏
男
　
法
隆
寺
の
金
石
文
に
関
す
る
二
・
三
の
問
題
（
「
夢
殿
」
十
三
）

　
　
　
（
五
）
・
（
六
）
津
田
左
右
吉
　
R
本
上
代
史
の
研
究
四
七
四
頁
以
降
「
天
皇
離
り
」
参
照

古
代
丈
高
高
に
於
け
る
近
江
飛
潟
朝
の
意
義
（
徳
光
）

（
四
三
〉



倍
州
大
学
紀
要
、
「
第
一
．
号

二
二
（
四
四
）

三

　
日
本
古
代
丈
化
の
上
世
期
と
し
て
の
輝
や
か
し
い
推
古
朝
を
、
あ
の
聖
徳
太
子
と
い
う
文
化
的
英
雄
の
時
代
を
、
文
学
皮
上
か
ら
抹
殺
し
て
了
う
こ
と
は
忍

び
な
い
と
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
．
古
代
契
の
上
に
、
立
恢
に
歴
史
正
意
髄
を
獲
得
す
る
に
足
る
資
質
を
備
え
て
払
る
時
代
で
あ
る
こ
、
乏
弦
、
延
竿
て
わ
た
く
し

が
こ
こ
に
彗
蚤
垂
強
く
、
漿
．
倭
票
三
豊
も
有
力
嚢
書
で
あ
る
。
そ
墾
果
拘
、
歪
当
ぞ
、
、
髪
ぐ
毒
藩
す
遷
代
文
壼

で
は
、
推
古
朝
を
そ
の
上
限
と
す
る
学
問
的
根
拠
は
、
ど
と
か
ら
窓
兇
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
わ
た
く
し
は
古
代
文
章
史
の
上
限
期
と
し
て

な
ら
ば
肖
推
古
期
を
認
め
よ
、
5
と
思
う
。

　
か
よ
ヶ
に
う
抵
古
血
を
失
っ
た
わ
た
て
し
は
ハ
、
古
代
文
学
愛
の
上
限
を
、
近
江
飛
鳥
朝
、
帥
ち
天
智
天
武
の
登
記
に
お
く
事
を
構
想
し
て
い
る
。
推
古
朝
が

否
定
さ
れ
れ
ば
、
推
古
遺
文
の
次
は
、
記
紀
の
二
歩
で
あ
る
か
ら
、
常
識
的
に
は
元
明
の
和
銅
乃
至
元
正
の
養
老
が
古
代
文
学
典
の
上
限
と
い
う
こ
と
に
な
る

べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
問
題
が
横
た
わ
み
り
普
通
、
文
献
の
成
立
年
代
を
野
あ
だ
が
も
丈
学
そ
の
も
の
の
成
立
年
代
の
如
く
に
漂
え
て
、
文
学
史
な
ど
も
構

想
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
同
じ
古
代
文
学
に
就
い
で
巻
、
後
斯
の
中
古
文
学
は
多
少
事
情
は
異
な
る
が
、
前
包
め
上
代
文
学
は
、
そ
の
文
学
更
σ
上
限
は
、

実
際
の
文
献
よ
り
も
い
く
ら
が
前
に
誇
ぐ
と
と
が
出
来
み
の
で
あ
り
、
籍
そ
う
し
た
構
想
が
ら
は
じ
め
て
生
ぎ
た
文
学
史
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ノ
　
　
　
ム

　
と
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
文
学
の
上
限
と
、
・
支
離
史
の
上
限
と
め
一
関
係
で
診
る
心
　
両
者
は
訴
訟
嗣
同
義
語
で
は
，
准
い
P
良
本
文
学
σ
上
限
め
聞
懸
・
は
∵
ぼ
本

藩
学
の
原
色
形
態
の
問
題
ど
共
に
、
日
本
町
学
の
発
生
論
的
考
察
σ
青
島
で
あ
る
か
ら
本
稿
の
対
象
外
で
．
あ
る
。
文
学
史
の
上
限
設
定
の
問
題
に
は
㌣
形
象
ど

か
表
現
と
か
表
記
と
が
ど
い
う
條
件
が
挫
n
い
、
而
も
現
実
的
に
そ
の
上
限
資
料
が
実
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
怠
“
ρ
故
に
文
宇
－
、
文
章
、
文
体
の
間
題
が
附
随

す
る
ぜ
我
が
古
代
に
は
脇
息
文
字
が
な
か
っ
た
へ
註
一
）
こ
と
は
、
今
日
学
界
の
常
識
で
あ
る
が
、
文
学
・
の
上
限
は
固
有
文
字
の
有
無
に
関
｝
係
な
く
考
え
ら
れ

る
。
ア
イ
ヌ
民
梅
燃
は
文
字
を
持
た
な
い
が
y
ユ
ー
カ
テ
　
ど
い
う
民
族
叙
｛
暴
弛
討
を
島
持
つ
．
て
い
る
μ
㎡
コ
承
文
廿
云
と
か
三
諦
あ
X
学
ど
か
い
う
噌
脱
占
｛
も
浅
・
貰
代
文
明
字
．
停
考
・

察
に
ぼ
、
勿
論
は
い
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
文
学
の
上
限
ど
い
う
よ
う
な
発
生
論
的
聞
題
に
“
胤
る
と
．
雍
當
に
困
難
な
問
題
に
当
尚
す
る
、
の
で
あ
り
、
、
柳
田

国
男
氏
や
折
自
信
夫
氏
の
如
き
民
俗
学
的
な
面
か
ら
追
求
さ
れ
惹
に
し
て
も
、
文
献
資
料
か
ら
演
縷
ず
る
方
法
も
v
有
力
な
方
法
と
し
て
採
ら
れ
で
い
る
℃
文

学
庚
の
方
法
は
勿
論
丈
農
試
｝
主
義
で
あ
る
事
に
は
変
診
は
た
ぐ
、
そ
の
研
究
法
も
大
体
に
於
．
い
て
帰
納
的
方
法
が
探
ら
れ
を
の
で
あ
ろ
う
。
然
し
そ
の
上
限

設
定
の
如
き
問
題
に
対
し
て
ほ
、
上
限
実
証
資
料
ど
し
て
の
文
献
を
、
年
面
的
に
、
、
静
的
に
眺
め
そ
取
扱
う
0
み
で
な
く
v
立
体
的
に
、
動
的
に
、
或
ぼ
叉
う

方
法
と
し
て
、
演
繹
的
な
手
法
を
も
併
せ
用
い
て
構
想
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
特
に
こ
の
事
は
、
古
代
篤
学
皮
の
上
限
設
定
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
蓄
れ

“



れ
魚
町
事
で
み
ろ
う
か
若
し
こ
の
原
則
が
当
ひ
前
准
こ
と
と
し
て
受
入
れ
ら
胸
惹
な
ら
ば
、
文
学
な
ら
ざ
る
も
の
を
、
彊
い
で
文
学
性
を
與
え
て
、
抱
え
こ
も

う
と
い
ヶ
不
自
然
准
無
理
を
ナ
る
必
要
ぼ
な
い
で
あ
ろ
う
σ
　
・
．
・
　
　
、
一
、
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
…
　
　
　
、
　
　
　
　
　
－
：
一
　
・
・

　
わ
た
ぐ
し
は
従
来
の
上
代
文
学
史
が
㍉
こ
の
点
に
於
焼
て
反
省
し
再
検
討
レ
帆
再
構
想
す
る
必
要
が
あ
る
事
を
主
張
す
る
。

　
さ
で
弾
問
題
は
古
代
文
学
史
の
上
限
を
近
江
飛
鳥
朝
に
お
く
事
の
訂
否
で
あ
を
。
そ
㊨
実
証
資
料
の
時
題
で
あ
る
。
わ
た
く
し
ぽ
旨
分
σ
構
想
す
る
古
代
文

一
学
史
の
上
限
を
斗
．
近
江
飛
鳥
朝
へ
特
に
天
武
天
皇
め
飛
鳥
瀞
結
見
原
宮
時
代
に
置
い
て
、
こ
れ
を
藤
下
化
斯
ど
呼
ぼ
う
と
思
ケ
“
蔀
ち
実
賢
的
に
は
、
縞
大
武
朝
が
古

平
文
学
史
の
上
限
で
あ
か
、
開
花
斯
な
の
で
あ
る
心
こ
こ
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
以
前
、
天
智
天
皇
の
近
江
遷
都
以
前
（
天
智
天
皇
、
σ
中
大
兄
皇
子
は
、
・
皇
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　

子
と
し
て
前
後
二
十
三
年
簡
時
暦
担
当
者
で
あ
っ
た
）
か
ら
．
、
推
古
朝
の
聖
徳
太
子
の
時
代
ま
で
を
、
．
翁
島
史
前
の
時
代
と
見
て
、
　
工
期
と
呼
び
、
天
武
以
後
斗

元
塩
の
和
銅
＼
元
正
の
養
老
へ
、
聖
武
a
天
雫
め
三
時
代
を
一
ま
と
め
に
し
て
、
紬
黙
期
と
称
す
る
。
こ
う
し
た
捉
え
方
を
、
丈
献
の
実
証
資
料
と
軽
愚
さ
ぜ
て

薩…

･
し
習
合
麗
的
に
依
系
を
與
え
ふ
．
組
織
す
る
の
が
㌧
わ
だ
ぐ
し
め
企
思
す
呑
古
代
前
期
交
学
典
な
の
で
あ
る
。
・
・

．
本
稿
で
ば
、
右
の
よ
う
に
規
近
江
朝
の
絢
五
年
、
天
武
朝
の
無
断
年
、
・
合
せ
て
二
十
年
穰
の
期
聞
を
淋
上
限
期
、
開
花
期
と
し
て
考
察
し
た
い
の
で
訪
る
◎

離
ち
ッ
こ
の
駄
本
古
代
史
上
の
・
光
栄
あ
る
時
代
”
．
に
つ
い
て
、
，
文
学
史
的
に
い
か
な
巻
意
義
を
有
す
る
時
代
で
あ
る
が
、
を
睨
ら
が
に
し
た
い
の
で
あ
る
。
、

特
に
わ
た
《
し
は
、
天
仁
心
に
太
き
な
魅
力
を
感
じ
で
み
り
、
－
そ
の
文
学
史
上
σ
触
位
ば
嘱
託
花
期
0
称
に
た
し
か
に
ふ
さ
れ
し
い
と
思
ヶ
の
で
あ
胤
。
　
ご
の

天
武
朝
の
正
体
を
（
文
学
史
的
観
点
か
ら
み
欝
も
ご
と
、
・
そ
の
こ
と
に
か
た
ぐ
し
は
怠
る
野
心
的
な
も
a
を
す
ら
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
古
代
画
学
の
形
象

化
と
い
ケ
問
題
、
或
ば
凪
辞
の
原
型
と
現
型
と
砂
闘
に
横
た
わ
番
暮
。
集
塗
。
緯
δ
昌
（
変
改
・
潤
色
）
．
の
問
題
に
し
て
恣
、
．
そ
の
根
源
は
天
武
豊
に
求
苗
齢
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
み
　
　
へ

為
と
考
え
ら
れ
為
の
師
ち
、
“
原
旧
辞
（
旧
辞
原
型
）
が
い
か
に
記
紀
に
於
い
て
形
象
化
さ
れ
た
か
？
・
…
－
と
い
う
よ
う
な
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
に
は
、
頗
る

学
問
的
な
食
慾
を
そ
瓦
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
形
象
化
の
契
機
を
天
武
朝
に
探
ろ
う
と
す
る
の
で
み
る
。

、
そ
こ
で
、
天
武
朝
を
ぼ
つ
き
レ
と
文
学
史
上
に
定
位
す
る
、
具
体
的
な
方
法
は
何
か
と
い
ケ
問
題
で
あ
る
が
、
古
代
文
学
を
叙
事
丈
学
②
系
舜
と
恩
情
文
学

の
系
列
と
に
二
大
別
す
る
ど
せ
ぱ
、
誌
者
の
代
表
は
善
事
記
、
後
考
の
そ
れ
ば
万
葉
集
で
あ
る
。
事
実
Y
戦
後
の
古
代
前
期
文
学
の
研
究
救
象
ゆ
査
事
記
と
万

聞茶

ﾈ
の
で
あ
る
。
（
竪
瓦
）
故
に
、
古
代
文
学
史
の
上
限
を
、
開
花
期
を
、
古
事
記
と
万
葉
の
上
に
実
証
出
来
れ
ば
、
わ
た
く
し
の
こ
の
構
想
の
上
訴
性
が
認
勘

ら
れ
る
事
に
な
る
訳
で
あ
る
⑩
（
他
の
書
紀
、
碗
詞
、
」
宣
命
等
は
後
で
述
べ
る
ゾ
そ
れ
と
共
に
等
量
ち
文
学
史
的
に
天
武
闘
を
捉
え
る
ど
共
に
㌔
び
ろ
く
文
学
を

も
含
め
た
古
代
文
化
と
い
う
観
点
か
ぢ
も
、
天
武
朝
の
本
性
を
は
つ
ぎ
か
と
見
定
ぬ
で
誇
き
だ
い
と
思
ケ
の
で
み
器
。
、

　
－
わ
れ
わ
れ
の
面
し
い
古
代
文
学
史
の
構
想
に
於
い
て
ぱ
、
も
ば
や
従
来
の
文
素
策
一
主
義
的
手
法
σ
み
に
ば
績
議
事
が
品
来
な
い
。
周
知
め
よ
う
に
、
・
文
学

　
　
　
　
　
古
代
丈
学
史
に
於
け
る
蛭
江
飛
鳥
朝
の
意
義
（
徳
光
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
（
羽
五
）



　
　
　
　
　
信
州
一
大
、
学
紀
要
・
　
第
二
号
．
：
　
　
」
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
二
四
（
四
六
）

史
の
方
法
論
に
つ
」
い
て
は
、
歴
史
学
的
手
法
を
採
り
入
れ
る
事
が
大
い
に
論
議
さ
れ
て
い
る
』
い
わ
ゆ
る
歴
史
社
会
の
究
明
か
ら
、
文
学
の
研
究
の
基
盤
を
解

明
し
て
か
か
ろ
う
と
す
る
、
、
”
歴
史
社
会
学
涯
グ
と
も
い
う
べ
き
グ
ル
ー
プ
の
存
在
す
る
事
は
、
学
界
周
知
為
事
に
属
す
る
。
そ
の
論
者
は
、
歴
史
学
を
以
っ

て
交
学
研
究
の
下
部
組
織
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
身
そ
の
結
果
は
、
文
学
研
究
が
歴
皮
学
的
偏
向
を
示
す
傾
向
を
露
呈
し
て
来
て
い
る
と
い
う
批
評
竜
購
て

お
り
、
そ
れ
は
も
は
や
、
「
歯
切
れ
の
い
い
政
治
皮
で
あ
り
、
経
済
愛
で
あ
る
」
（
蝕
三
）
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
多
く
の
鳥
媒
学
者
が
採
っ

て
来
た
、
解
釈
学
的
な
手
法
、
博
識
σ
上
に
博
識
を
累
積
し
て
行
っ
て
も
、
・
文
学
の
本
質
解
賜
に
は
縁
遠
い
、
・
書
史
的
な
、
考
証
的
な
母
堂
末
主
義
的
な
研
究

生
態
で
は
（
近
世
国
学
の
伝
統
の
う
ぢ
に
、
：
未
に
前
近
代
的
な
観
念
論
的
な
学
問
前
期
の
仕
事
を
繰
返
え
し
て
い
た
の
で
は
、
文
学
の
本
質
究
明
と
い
う
使
命

は
、
永
久
に
達
成
さ
れ
る
べ
ぐ
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
よ
し
、
歴
史
学
的
聖
業
を
示
す
に
も
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
も
っ
と
も
っ
と
歴
史
学
と
提
携
し
て
、
新
な
る

研
究
分
野
を
開
拓
す
る
野
心
に
燃
え
て
よ
い
と
思
う
。

　
わ
れ
わ
れ
の
．
古
代
前
期
㎝
の
領
域
に
、
於
い
て
、
歴
史
家
と
文
学
史
家
と
わ
陥
協
心
禾
に
よ
り
、
丁
古
代
日
－
本
の
歴
皮
社
A
耳
の
四
九
明
に
、
二
つ
の
幽
谷
重
窓
示
・
唆
が
」
提
示
さ

れ
で
お
り
∴
古
代
文
学
史
の
上
に
も
、
望
み
に
み
ち
だ
光
妙
を
投
げ
が
け
て
．
い
る
ご
と
を
先
ず
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
＝
二
十
四
年
度
に
於
い
て
、
歴
塗
家
側
か
ら
主
と
し
で
握
毘
さ
れ
た
問
題
は
、
・
．
一
つ
は
古
代
費
族
の
英
雄
時
代
、
、
英
雄
叙
事
詩
の
問
題
で
あ
レ
、
他
の
一
つ
ぱ

世
界
帝
国
的
文
化
酎
の
一
環
と
し
で
の
古
代
日
本
の
問
踵
で
あ
る
。
一
英
雄
時
代
設
定
の
問
題
は
、
右
母
田
正
（
「
古
代
貴
族
σ
英
雄
時
代
」
）
、
西
郷
信
綱
（
「
日

本
古
代
文
学
」
）
の
両
氏
の
述
作
が
相
次
眠
で
刊
行
さ
れ
㍉
更
に
、
藤
間
生
大
・
川
崎
庸
之
両
氏
等
の
業
績
が
累
加
さ
れ
て
行
っ
て
、
い
よ
Z
＼
古
代
日
本
の

英
雄
時
代
の
設
計
図
が
完
全
に
出
来
上
リ
ハ
日
本
古
代
史
の
上
に
確
乎
不
動
の
基
盤
を
据
え
了
せ
た
観
が
あ
る
。
特
に
石
母
田
・
川
崎
両
氏
詩
歴
洋
綴
側
の
史

学
路
線
ど
、
西
甘
心
等
文
学
史
家
衡
の
文
学
略
号
と
の
契
合
点
に
蚤
豊
か
な
み
の
吻
が
予
約
さ
れ
て
い
る
も
の
で
塗
ろ
う
。
珊
綺
氏
σ
⑳
「
日
本
の
英
雄
時
代

と
六
・
七
世
紀
の
文
化
」
（
「
文
学
」
二
十
四
年
十
月
号
）
、
．
副
「
古
代
文
学
史
に
お
け
る
英
雌
時
代
の
同
国
」
（
「
畢
生
学
研
究
」
二
十
照
年
十
一
丹
号
）
　
の
二

論
稿
は
、
・
右
母
田
「
西
瘤
両
氏
の
基
盤
に
立
っ
て
、
画
龍
点
購
的
な
役
割
を
果
し
た
歴
史
的
論
文
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
更
に
、
・
藤
間
生
大
残
の
論
稿
、
「
臼

本
に
学
匠
る
英
雄
時
代
」
（
「
歴
史
評
論
」
二
・
十
五
年
九
月
号
）
が
歴
皮
家
側
の
業
績
と
し
て
加
え
ら
れ
よ
ヶ
。
英
雄
叙
事
詩
の
テ
｝
マ
に
い
ち
は
や
く
渡
頭
し

て
・
文
学
史
家
側
唯
…
の
艦
載
的
存
在
は
西
郷
信
綱
氏
で
あ
る
が
愚
「
英
雄
叙
ぬ
箏
詩
へ
の
道
」
（
7
文
学
L
二
十
四
年
十
月
号
）
、
「
英
雄
時
代
の
・
文
学
」
（
コ
歴
変
評

論
」
・
二
十
五
年
亥
月
号
）
の
二
論
稿
が
前
回
「
日
本
古
代
文
学
」
と
共
に
輝
や
け
る
存
在
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
家
の
業
績
に
依
っ
て
、
・
三
世
紀
か
ら
五
世
紀
を
頂
点
と
す
る
英
雄
時
代
が
、
聖
代
の
こ
の
列
島
に
存
在
し
た
と
い
う
考
察
が
、
世
界
心
的
社
会

発
展
段
鯨
σ
考
察
の
背
景
の
下
に
な
さ
れ
・
そ
の
存
在
の
確
認
、
概
念
規
定
等
σ
操
作
か
ら
、
こ
の
英
雄
時
代
を
物
語
惹
た
め
㊨
・
記
紀
の
誓
言
愛
等
㊨
祐
料



乏
な
つ
光
旧
辞
の
下
界
が
い
次
の
段
…
階
に
至
つ
や
な
さ
れ
た
こ
乏
‘
を
考
察
し
て
、
旧
辞
六
世
紀
成
立
論
を
学
問
的
根
拠
か
ら
論
証
す
る
に
至
っ
た
。
同
時
に

英
雄
逸
事
詩
の
問
題
が
論
議
さ
れ
（
石
母
田
氏
は
、
英
雄
時
代
の
」
般
難
聴
質
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
「
、
更
に
進
ん
で
、
何
が
英
雄
叙
事
詩
で
あ
る
か
を

雲
証
し
よ
う
と
し
て
、
個
辞
に
於
い
て
凸
三
つ
の
英
雄
類
型
」
叙
事
詩
前
英
雄
。
散
丈
的
英
雄
。
浪
漫
的
英
雄
一
の
分
類
摘
出
を
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ

た
ゆ
（
三
四
）
ゴ
　
・
　
．
　
、
「
∵
　
　
恥
　
．
、
　
　
　
・
’
　
　
‘
　
ゴ
：
㌦
　
　
馳
、
、
、
　
．
　
　
　
・
　
．
　
、
・
．
　
、
i
、
、
・
．

　
ハ
註
〕

　
　
・
（
囲
Y
歌
が
国
に
固
有
反
掌
の
な
い
事
を
明
寵
し
た
最
古
の
孜
浜
弓
、
、
晴
薯
倭
属
で
あ
り
、
・
そ
の
衣
字
エ
関
寸
る
記
述
は
、
古
代
英
雄
時
代
の
論
議
に
於
い
て
、
臼
ホ
の
英

　
　
　
　
雄
時
代
な
る
も
の
の
特
質
を
田
鰻
す
る
重
要
な
視
点
と
し
て
、
川
崎
民
に
よ
り
問
題
に
さ
れ
た
。
r
葡
腸
川
崎
氏
論
稿
G
D
参
照

　
　
　
（
二
）
古
事
記
を
中
心
と
す
る
古
代
英
雄
雷
干
詩
時
代
の
論
議
、
職
事
に
於
け
る
万
葉
全
註
釈
四
種
（
武
凪
軋
土
屋
・
窪
田
・
佐
々
木
四
氏
）
の
刊
行
等
が
具
体
的
な
現
象

　
　
　
　
ど
し
て
挙
げ
ら
れ
6
。
風
土
記
に
は
手
が
つ
か
ず
、
貌
詞
宣
命
は
ま
だ
新
時
代
的
な
カ
ム
バ
ッ
ク
振
り
を
見
せ
て
い
な
い
。

　
　
　
（
三
）
、
「
申
古
文
学
の
展
開
」
池
田
鶉
…
鑑
（
「
国
語
と
国
文
学
」
ニ
や
四
年
四
月
号
）

　
　
・
（
四
Y
石
母
田
正
　
古
代
貴
族
の
英
雄
時
代
（
論
集
・
史
論
所
牧
）
・

四

：
英
雄
叙
事
詩
時
下
の
論
議
と
準
行
的
に
な
さ
れ
た
、
今
一
つ
の
注
目
す
べ
き
示
唆
は
、
餌
崎
平
め
畷
「
古
代
に
お
け
る
外
来
文
化
と
民
族
善
北
」
パ
「
二
三
」
二

十
五
年
轟
月
号
）
に
よ
っ
て
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
、
日
本
の
古
代
国
家
の
形
成
期
は
七
世
紀
の
末
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
小
規
模
な
が
ら
、
一
個

の
糧
界
藁
家
の
毅
階
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
乏
い
う
観
点
で
あ
っ
て
、
川
崎
氏
」
の
論
稿
に
よ
れ
ば
、
こ
の
観
点
倣
帰
同
じ
く
二
十
四
年
度
の
黒
黒
学
研
究
会

で
の
、
松
本
漸
八
郎
氏
の
報
告
と
、
石
母
田
正
氏
の
い
く
つ
か
の
論
点
を
そ
勉
淀
伽
え
て
形
成
さ
れ
％
も
の
で
あ
る
と
し
、
英
雄
時
代
の
問
題
と
共
に
、
「
古
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

研
究
深
化
の
た
め
の
藁
つ
の
薪
遭
い
二
野
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
更
に
州
崎
民
は
こ
ρ
観
点
に
立
っ
て
、
「
月
本
の
古
代
世
界
が
ど
の
よ
う
な
国
際
的
環
境
の

中
で
、
ど
の
よ
う
激
條
件
の
下
に
酒
器
を
空
域
t
た
か
」
、
と
い
う
、
わ
た
く
し
の
構
想
す
る
天
武
朝
の
文
学
皮
的
意
義
の
究
明
に
は
、
う
っ
て
つ
け
の
好
論
文

遊
物
さ
れ
た
の
で
あ
る
ゆ
茂
は
こ
の
見
地
か
ち
法
隆
寺
金
堂
・
の
壁
画
の
制
作
の
器
機
を
老
察
さ
れ
て
う
貴
族
の
権
勢
圧
力
下
に
在
っ
て
、
奴
隷
的
な
境
涯
の
画

家
達
の
不
屈
な
魂
の
自
己
表
現
で
あ
る
宏
い
う
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。
（
註
一
）
r

　
以
上
の
、
五
世
紀
迄
の
古
代
英
雄
蒔
代
、
六
・
毛
世
紀
の
世
界
帝
国
と
し
て
の
楕
唐
帝
国
混
化
圏
内
の
…
環
．
で
あ
る
と
こ
ろ
の
列
島
帯
国
時
代
の
、
と
の
㎜
，
一

ρ
の
親
旧
は
ハ
古
代
文
亀
愛
の
構
想
上
、
極
め
て
重
要
な
基
盤
を
與
え
る
も
の
で
あ
る
事
を
、
こ
と
に
彊
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
沿

　
　
　
　
　
「
古
代
丈
二
皮
に
於
け
「
る
近
江
飛
鳥
朝
の
意
義
（
徳
光
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
「
．
一
五
（
四
七
）



　
　
　
　
　
信
州
次
学
紀
要
．
．
第
」
箏
ド
．
∴
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
三
ハ
．
（
四
八
）

　
右
の
考
察
の
う
ち
、
、
三
世
紀
か
ら
孟
世
紀
ま
で
を
英
雄
時
代
と
規
定
す
る
詮
は
、
三
世
紀
頃
の
．
古
代
日
本
の
様
相
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
魏
漫
心
人
伝
、

同
家
伝
等
主
乏
し
て
中
国
の
番
号
資
料
を
用
い
、
考
古
学
的
に
は
古
墳
時
代
前
期
（
五
世
紀
）
の
記
念
物
で
あ
る
、
応
瀞
陵
。
仁
徳
陵
、
履
中
葉
等
の
互
大
な
前
一

方
後
円
墳
に
依
つ
一
て
根
拠
づ
け
ち
れ
て
い
る
竜
の
、
で
あ
り
、
更
に
は
、
そ
う
し
た
英
雄
時
代
を
持
ち
得
た
次
の
般
階
に
於
い
て
、
英
雄
と
し
て
の
閥
先
だ
ち
の

功
業
を
偲
ん
で
語
り
伝
え
ま
う
と
す
る
ハ
叙
事
詩
パ
個
辞
）
の
形
象
の
闘
鶏
が
一
必
然
的
な
プ
μ
セ
ス
と
し
て
考
察
の
対
象
と
な
る
で
あ
ろ
う
ρ
原
旧
辞
が
木

世
紀
に
形
成
さ
れ
た
と
す
る
学
問
的
根
拠
は
、
実
に
ζ
の
点
に
見
出
さ
れ
る
秀
の
で
あ
る
。
「
　
、
．
　
　
一
、
　
．
．
　
・
　
一

・
・
以
上
の
諸
家
の
老
察
な
り
覗
点
な
り
は
隅
、
古
色
記
の
う
ち
に
古
代
丈
学
蒙
の
王
限
資
料
を
得
ま
う
と
す
る
わ
た
「
く
し
に
と
っ
て
㍉
決
し
て
見
逃
↓
縄
煮
い
貴

重
な
示
唆
を
含
必
言
詮
で
あ
」
る
ゆ
た
だ
真
実
に
何
が
英
雄
叙
事
詩
で
あ
る
か
は
、
未
だ
骨
儲
や
外
皮
だ
け
ぽ
示
遷
れ
て
竜
、
．
肉
血
を
そ
な
え
た
生
を
物
濯
と
し
て

の
詫
が
腱
示
さ
れ
て
・
饗
ら
な
い
。
詫
は
、
．
こ
の
事
が
霊
的
隻
実
証
的
に
減
極
め
て
困
難
な
事
を
意
墜
て
、
い
る
と
い
う
ピ
と
で
も
あ
る
。
、

　
原
旧
辞
と
悩
辞
と
の
　
・
一
世
紀
と
嘲
う
時
雨
的
距
離
の
う
ち
に
A
、
」
古
代
文
鑑
、
形
象
の
す
べ
、
て
ガ
、
量
的
に
も
質
的
に
幡
測
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
も

こ
の
町
代
文
学
形
象
の
時
代
葡
基
盤
環
境
て
そ
は
、
、
川
崎
氏
が
か
つ
て
嘱
起
し
逸
如
く
、
（
註
　
一
）
古
代
周
面
成
立
の
全
秘
塘
が
こ
め
疹
れ
て
い
る
、
ま
さ
に

“
そ
の
時
代
”
な
の
で
あ
っ
た
。
然
し
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
現
状
に
於
い
て
は
、
英
雄
叙
事
詩
時
代
の
把
握
も
又
そ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
古
代
丈
学
史
の

上
限
の
措
定
を
実
現
す
る
こ
と
も
、
観
念
的
、
思
惟
的
な
領
域
内
で
あ
た
た
め
ら
れ
て
い
る
今
の
段
階
で
は
不
可
能
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
示

唆
や
提
言
を
直
ち
に
受
入
れ
て
、
簡
軍
に
上
限
を
推
古
時
代
か
ら
一
世
紀
引
上
げ
て
済
む
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
物
の
裏
づ
け
の
な
い
室
手
形
は
、
学
問

の
対
象
と
し
て
も
貸
全
く
察
を
掴
む
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
に
し
て
、
英
雄
叙
喜
詩
時
代
は
、
．
古
代
文
学
の
上
限
に
は
な
り
得
て
も
、
古
代
文
学
典

の
上
限
で
は
な
い
で
あ
ろ
、
う
。
一
。
…
．
、
．
：
一
　
　
：
　
　
　
・
　
、
　
　
・
．
・
－
・
　
「
…
．
、
・

．
す
で
に
英
雄
時
代
雲
聾
鹸
に
蠕
い
て
、
ヒ
泥
世
紀
迄
の
古
墳
前
期
の
文
化
．
（
古
墳
の
築
造
様
式
が
H
本
特
有
）
と
ハ
六
世
紀
以
後
七
世
紀
の
末
に
至
る
ま
で
0

古
墳
後
穂
の
丈
北
（
古
墳
は
中
国
様
式
）
と
が
馬
異
質
的
で
対
購
的
様
相
を
呈
七
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
川
崎
氏
三
隅
周
正
雄
、
江
上
波
庚
奴
等
歴
史
家
の
側

か
ら
提
出
さ
れ
允
、
外
来
の
・
騎
馬
民
族
〃
に
よ
る
征
服
麦
配
と
い
う
失
点
（
電
量
）
を
紹
介
さ
れ
て
、
こ
の
観
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
英
雄
時
代
が
外
部
の
力
の

前
に
潰
滅
し
た
こ
と
に
な
っ
て
、
英
雄
時
代
の
構
想
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
さ
れ
、
と
に
か
く
、
古
墳
後
期
の
六
世
紀
か
ら
｝
世
紀
牟
の
小
劃
期
の
評
価
が
重

要
煮
問
題
で
あ
る
乏
七
て
「
日
本
の
古
代
国
家
成
立
の
全
秘
密
は
ヒ
の
夏
期
の
動
き
の
沖
に
横
備
わ
る
」
と
、
今
後
の
考
塞
邪
の
動
向
を
’
示
唆
さ
れ
た
。
「
（
註
四
）

庚
に
、
氏
な
こ
の
時
期
の
追
求
を
ハ
世
界
帝
国
と
七
て
φ
裾
…
唐
膏
国
φ
㌫
環
と
七
て
の
、
国
襟
的
環
境
に
定
位
し
て
捉
え
よ
う
垢
落
れ
、
、
そ
の
具
体
的
な
実
証
・

資
料
を
、
」
回
忌
寺
企
堂
の
壁
個
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
添
。
（
霊
五
〉
ご
　
　
　
“
’



鱒

　
・
旧
辞
の
最
初
の
形
象
化
が
行
わ
れ
た
の
は
、
六
世
紀
で
あ
る
と
い
う
、
前
述
の
原
旧
辞
六
世
紀
成
立
読
は
、
す
で
に
大
正
の
初
期
に
於
い
て
、
津
田
氏
に
よ

つ
て
学
界
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
、
英
雄
時
代
の
考
察
を
契
機
と
し
て
、
旧
辞
六
世
紀
成
立
詮
は
学
問
的
に
も
確
実
な
根
拠
を
與
え
ら
れ
る
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
な
っ
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
更
に
、
原
旧
辞
が
八
世
紀
の
初
頭
に
於
い
て
現
存
の
形
態
に
形
成
さ
れ
る
ま
で
の
二
世
紀
間
に
於
け
る
、
変
改
の
問
題
を
遽

要
す
る
過
程
に
斎
い
で
、
一
つ
の
、
時
点
を
提
供
す
惹
も
の
が
、
六
・
七
世
紀
の
飛
鳥
朝
の
文
化
と
、
七
世
紀
初
頭
め
階
書
倭
国
の
記
載
で
あ
巻
と
い
う
の
が
h

川
崎
氏
の
見
解
で
あ
る
。
（
註
六
）

　
さ
て
、
古
代
交
黒
皮
の
上
隈
を
談
署
す
る
実
証
資
料
と
し
て
、
古
事
記
の
ヶ
ち
に
何
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
」
印
ち
そ
れ
は
旧
辞
の
形
象
化
と

い
う
問
題
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
近
藤
．
忠
義
氏
は
か
つ
て
、
「
記
紀
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
神
話
は
古
代
神
話
で
は
な
く
、
六
世
紀
以
後
の
制
作
神
話
で
あ

る
］
λ
誰
七
〉
．
と
い
う
、
意
味
の
事
を
言
わ
．
れ
た
が
、
六
世
紀
．
以
後
の
・
制
作
神
話
で
あ
る
と
い
う
ご
と
は
馬
、
政
治
的
意
図
の
下
に
原
型
が
抹
殺
さ
れ
た
と
見
る
の
で

あ
る
σ
．
冒
．
．
高
「
．
、
．
．
圏
　
　
　
　
　
、
　
、
．
、
、
、
　
、
．
．
：
、
，
．
　
　
　
　
　
　
．
　
　
h
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
齢

、
大
体
に
瞬
い
で
、
こ
の
見
解
は
委
当
性
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
氏
の
言
う
原
型
の
抹
殺
と
い
ケ
ご
と
は
、
、
つ
ま
り
藏
辞
変
改
の
問
題
を
衝
い
て
い

る
の
で
あ
る
が
凸
∵
ζ
の
こ
と
を
わ
た
く
し
は
、
一
七
糧
紀
県
界
期
の
天
武
朝
に
於
い
て
蚤
根
本
的
に
肉
大
規
模
に
行
わ
れ
た
も
の
と
見
た
い
め
で
あ
る
。
、

　
寄
生
の
変
改
に
つ
い
て
、
皮
上
に
や
や
手
が
か
り
が
得
ら
．
れ
る
の
ほ
」
推
古
紀
こ
十
八
年
の
條
の
、
太
子
と
馬
子
に
依
る
天
皇
記
国
記
等
を
録
す
と
い
う
記

事
で
あ
る
ゆ
津
田
氏
は
編
者
の
造
作
と
レ
て
否
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
推
古
時
代
に
帝
紀
甘
辞
に
重
大
な
変
改
が
行
わ
れ
た
事
は
認
め
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
次

は
大
化
改
新
以
後
馬
四
分
の
一
世
紀
に
わ
た
る
中
大
兄
皇
子
の
時
局
担
当
時
代
で
あ
っ
て
砺
皇
子
と
中
臣
蓮
鎌
子
と
の
手
に
依
っ
て
変
改
が
加
え
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
η
天
岩
屋
戸
や
天
孫
降
臨
の
神
話
を
老
え
、
て
み
て
・
も
、
天
葦
屋
命
の
子
孫
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
中
臣
氏
の
地
位
が
こ
の
「
事
実
を
反
映
し
で
熔
る
で
あ
6

う
ρ
か
よ
う
に
し
て
、
壬
申
の
乱
を
経
遍
し
た
天
武
朝
に
於
け
る
変
改
が
、
旧
辞
に
対
す
る
変
改
の
最
後
的
で
あ
つ
で
最
大
最
重
要
な
も
σ
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
・
（
貫
入
）
ζ
れ
ま
で
の
変
改
ぼ
、
可
能
性
の
示
唆
に
止
ま
る
と
も
雷
え
な
ぐ
は
な
い
が
、
天
武
朝
0
そ
れ
は
確
実
な
根
拠
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
古
蕊
エ
罷
序
」
文
．
（
実
は
上
表
丈
）
の
う
ち
に
、
．
天
武
天
白
年
の
修
景
の
詔
と
も
い
ヶ
べ
き
も
の
が
［
見
y
え
て
い
る
。
、
「
こ
と
．
に
天
皇
詔
り
た
ま
わ
く
A
験
聞
く
、
諸
幽
然

の
も
た
る
帝
紀
及
び
本
辞
、
臨
に
正
実
に
違
い
、
「
多
く
虚
儒
を
加
う
。
、
今
の
時
に
字
並
て
其
の
失
を
改
あ
す
ぼ
湾
未
だ
い
ぐ
ば
く
．
の
年
を
黙
す
し
て
、
其
の
旨
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ノ
へ

滅
び
な
ん
と
す
。
・
こ
れ
乃
ち
邦
家
の
経
緯
に
し
て
王
化
の
鴻
基
な
ρ
℃
．
暗
れ
こ
れ
帝
紀
を
撰
録
し
ハ
旧
辞
を
討
鞍
．
し
口
薬
を
創
り
、
実
を
定
め
で
、
、
後
葉
に
つ

た
え
ん
と
す
」
こ
の
後
に
稗
田
阿
礼
の
講
習
と
安
直
侶
．
の
撰
録
の
事
が
違
べ
で
あ
る
。
右
の
引
用
文
ぱ
全
文
天
武
天
皇
の
詔
σ
形
式
で
あ
る
が
、
　
仮
り
に
と
れ

　
　
　
　
　
古
代
丈
学
史
に
於
け
る
近
江
飛
鳥
朝
の
意
義
（
徳
光
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
四
九
）



　
　
　
　
　
岱
州
大
学
紀
要
　
一
第
：
一
、
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
（
五
〇
）

を
”
記
序
修
皮
の
詔
〃
．
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
天
武
紀
十
年
三
月
の
條
に
も
、
川
島
皇
子
等
に
対
す
る
修
史
の
詔
（
そ
の
告
辞
は
挙
げ
て
な
い
の
で
篤
胤
は
記

序
修
史
の
詔
が
こ
の
時
の
詔
の
金
堂
だ
と
い
う
）
の
事
が
見
え
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
」
記
序
修
皮
の
詔
は
、
天
武
臣
年
某
月
に
発
詔
の
事
実
が
あ
っ
た
の
で
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へ

は
な
く
、
安
萬
侶
が
詩
天
白
三
の
史
眼
な
り
抱
負
な
り
を
阿
礼
か
ら
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
意
を
休
し
て
、
安
萬
侶
の
構
想
に
於
い
て
、
堂
宇
の
詔
の
よ
・

う
な
形
式
に
し
て
書
い
た
予
め
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
こ
の
部
分
が
記
序
中
最
弥
重
要
な
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
惹
、
そ
う
し
た
推
測
が
下
さ
れ

る
。
而
も
阿
礼
の
諦
轡
の
時
期
と
相
前
後
す
る
時
期
と
思
わ
れ
る
か
ち
、
天
武
帝
の
晩
年
で
．
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
記
序
修
更
の
詔
は
、
旧
辞
　
が
天
皇
朝
に
於
い
て
西
大
き
な
変
改
を
受
け
た
こ
と
を
確
実
に
実
証
す
る
費
料
で
あ
る
や
諸
家
が
皇
室
と
同
様
に

帝
紀
本
辞
を
持
っ
て
い
た
こ
と
（
そ
．
の
理
由
に
つ
い
て
は
持
統
紀
二
年
十
一
月
目
條
参
照
）
、
そ
れ
ら
に
故
意
歪
曲
造
作
が
多
か
っ
た
こ
と
（
允
恭
紀
四
年
の
條

参
照
）
に
依
っ
て
、
虚
傷
を
除
去
し
て
正
実
な
旨
を
得
た
帝
紀
本
辞
㊨
定
本
を
作
製
し
て
、
世
に
布
こ
う
と
企
図
さ
れ
た
。
こ
、
の
事
が
邦
家
0
経
緯
、
王
化
の

鴻
甚
〃
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
る
ゆ
従
来
こ
の
二
句
が
古
申
立
記
編
纂
の
眼
暦
精
神
と
い
わ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
解
崩
は
、
・
．
た
と
え
ば
次
の
近
峠
縢
忠

義
立
の
理
解
の
如
ぎ
考
慮
．
の
裏
づ
け
が
、
、
必
要
と
な
っ
て
い
る
事
を
看
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
古
事
記
編
纂
の
中
心
的
な
意
図
は
、
「
天
皇
制

権
力
の
正
当
性
と
三
富
性
と
を
、
立
証
し
読
得
す
る
た
め
の
極
め
て
強
烈
な
政
治
意
図
」
（
註
九
）
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
一
言
に
し
．
て
言
う
な
ら

ば
、
　
”
天
皇
国
家
の
指
導
理
念
”
で
あ
る
。
或
は
又
”
飛
鳥
朝
政
府
的
基
準
”
と
も
言
え
よ
う
。
諸
家
が
利
己
的
な
考
え
か
ら
故
意
に
歪
曲
造
作
す
る
こ
と
は

論
外
．
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
於
い
て
、
何
が
正
実
で
あ
り
、
何
が
虚
儒
で
あ
る
か
と
い
う
と
と
は
、
右
の
〃
飛
鳥
朝
政
府
的
基
準
〃
に
照
し
て
で
あ
る
事
を
、
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へ

考
慮
に
入
れ
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
ぐ
て
、
帝
紀
脂
辞
を
討
籔
撰
録
し
、
創
儒
定
実
の
事
が
企
図
さ
れ
、
そ
の
前
提
行
為
と
し
て
阿
礼
の
講
習
（
漢

文
の
素
読
式
の
行
為
）
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
．

　
要
す
る
に
、
．
こ
の
記
垂
髪
嵩
め
詔
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
．
帝
紀
本
辞
の
旧
辞
に
対
す
る
天
武
朝
に
於
け
る
大
変
改
の
事
実
で
あ
る
。
（
註
十
）

　
．
〔
註
〕

　
　
（
一
）
こ
の
見
解
は
顧
る
示
唆
的
で
あ
る
が
、
、
壁
画
制
作
の
契
機
に
つ
い
て
は
、
・
爾
追
求
す
べ
き
問
題
が
あ
る
ゆ
わ
た
く
し
は
後
述
の
如
く
氏
と
対
蹴
的
な
見
解
で
あ
る
ゆ

　
　
　
（
二
）
…
川
崎
氏
前
掲
稿
亘
、

　
　
r
（
三
）
民
族
学
研
究
1
3
の
3

　
　
　
（
q
～
晶
・
）
三
崎
氏
前
揚
鯖
働
」
．

　
　
（
五
）
川
崎
氏
前
掲
稿
鯉



〈
六
）
川
崎
氏
前
掲
稿
亙

（
七
）
近
藤
忠
義
「
古
代
文
学
に
関
す
る
一
、
つ
の
ノ
ー
ト
」
（
「
文
学
」
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
号
）

（
八
）
天
武
朝
に
於
け
る
変
改
が
、
文
献
的
に
も
追
求
出
来
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
、
そ
れ
は
表
記
様
式
の
面
か
ら
幾
分
実
証
的
に
な
さ
れ
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
九
Y
近
藤
氏
前
掲
稿

（
十
）
筒
、
記
序
に
よ
る
古
事
記
丈
成
立
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
、
拙
稿
7
胃
事
記
序
の
文
書
ア
細
説
考
察
」
（
教
育
学
部
即
製
論
集
第
一
号
二
十
六
年
三
月
発
行
）
を
参
照
さ
烈

　
し
　
こ
　
、
o

　
J
4
’
1
㌔

五

　
荊
揚
記
序
修
史
の
詔
め
す
ぐ
前
O
と
ご
ろ
に
、
天
武
天
皇
の
帝
徳
を
謳
歌
し
た
儀
礼
的
な
文
辞
が
蓮
叙
て
あ
る
が
、
そ
の
最
後
に
、
「
し
か
の
み
液
ら
ナ
、
、
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み

」
智
海
浩
汗
と
し
で
、
難
く
上
古
を
無
二
、
心
鏡
緯
燵
と
し
て
明
か
に
先
代
を
観
た
ま
え
り
し
と
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
．
こ
の
繋
辞
に
、
天
智
天
皇
と
相
並
ん
で
不

世
出
の
英
主
と
仰
が
れ
、
兄
君
と
共
に
、
・
古
代
天
皇
国
家
の
二
大
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
偉
大
な
存
在
で
あ
っ
た
天
武
天
皇
の
一
面
観
を
う
か
が
い
知
る
事
が
出
来
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よ
う
ゆ
．
旧
辞
｛
の
構
想
者
と
し
て
、
　
そ
の
形
象
化
に
天
皇
が
交
渉
を
持
た
れ
な
か
つ
免
と
は
思
わ
れ
な
い
。
後
文
の
「
書
写
阿
礼
に
勅
語
し
て
…
．
…
諦
慣
せ
し
め

給
う
」
と
い
グ
書
き
振
り
が
そ
り
事
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
惹
、
、
近
代
の
多
作
飛
入
と
し
て
の
明
治
天
皇
に
想
い
勤
れ
ば
、
凪
辞
め
形
象
化
に
天
武
天
皇

を
想
定
す
る
、
ご
と
ば
、
義
次
レ
て
あ
玖
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
古
意
記
の
素
材
で
、
あ
る
嘱
辞
の
構
想
及
び
表
現
に
関
す
る
、
い
わ
ゆ
る
形
象
化
の
問

題
は
、
天
武
朝
で
犬
子
済
ん
で
了
つ
で
い
た
と
見
た
い
。
天
武
天
皇
が
旧
辞
の
形
象
化
に
交
渉
が
あ
る
と
い
う
見
方
の
一
例
ど
し
て
、
古
事
記
申
雀
め
倭
性
命

に
、
浪
漫
的
、
．
悲
劇
的
英
雄
0
形
象
化
が
見
ら
れ
る
と
す
る
見
解
が
挙
げ
膨
れ
よ
う
。

　
西
纒
信
綱
氏
は
、
（
註
一
）
高
木
市
之
助
氏
A
石
母
田
正
氏
に
依
っ
て
提
出
さ
れ
た
こ
の
問
題
に
言
及
し
て
、
高
木
氏
が
、
「
天
智
弘
文
両
天
皇
を
主
智
的
、
、
調

・
和
的
、
、
古
典
的
と
じ
、
天
武
天
皇
を
主
情
蝦
反
撲
的
、
浪
漫
的
と
し
て
、
天
武
の
精
神
が
古
事
記
中
の
倭
露
命
と
相
交
渉
の
あ
る
と
と
を
葱
像
出
来
る
」
（
註
二
）
．

と
述
べ
ら
れ
た
事
を
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
見
解
と
し
て
取
上
げ
与
れ
た
。
、
ざ
ら
に
西
輝
氏
は
回
氏
臥
身
の
論
旨
を
進
め
で
「
そ
の
誌
ぐ
り
名
が
暗
示
す
る
よ
う
・
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に
、
天
智
天
皇
が
”
主
智
的
・
調
和
的
”
帝
ア
ポ
ρ
的
”
で
あ
る
に
対
し
、
天
武
天
皇
が
、
　
〃
主
情
的
・
臨
機
的
”
、
す
な
わ
ち
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
的
で
あ
る
と
す

る
見
解
は
へ
．
塵
皮
的
に
も
麦
持
さ
れ
痘
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
」
、
．
と
．
い
一
わ
れ
る
。
・
邸
ぢ
臥
「
大
海
入
皇
子
の
天
武
の
性
格
と
行
動
は
ナ
こ
ぶ
る
デ
不
オ
一
二
乳

ズ
的
な
悲
劇
性
に
み
ち
て
い
る
」
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
雪
止
命
σ
悲
劇
的
英
雄
り
性
格
に
通
う
も
．
の
が
あ
惹
事
か
ら
、
、
一
個
の
古
代
紫
…
購
と
し
て
の
、
倭
建
・

　
　
　
　
　
古
代
丈
学
史
に
於
け
ろ
近
江
飛
鳥
朝
の
意
義
（
徳
光
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
（
五
一
、
）



　
　
　
　
　
信
州
大
学
紀
要
㍑
第
「
㎡
写
・
　
　
．
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三
〇
（
五
・
二
）

命
の
悲
劇
的
形
象
化
に
（
，
天
武
天
皇
の
存
在
が
重
要
な
契
機
で
あ
る
事
を
昏
、
高
木
・
、
右
母
肝
両
氏
の
線
に
溜
ケ
て
論
じ
ら
れ
、
「
わ
れ
わ
れ
は
か
か
る
悲
劇
的

性
格
の
創
造
は
、
七
世
紀
後
上
期
の
直
話
ゴ
位
会
に
蔚
と
す
れ
た
悲
劇
時
代
め
体
験
に
ふ
が
く
媒
介
さ
．
れ
る
ご
と
な
レ
に
は
ど
う
て
い
あ
り
得
な
い
現
象
で
あ
る

と
考
え
る
」
と
鋭
い
示
唆
を
投
げ
か
け
ち
れ
た
。
「
　
「
　
．
　
　
・
．
・
　
：
・
・
　
　
…
．
・
　
　
．
　
・
　
．
…
　
　
　
　
　
‘
．
’
「
　
　
、
㌧

　
古
事
記
は
元
明
天
皇
の
和
銅
五
年
（
誠
b
9
）
に
、
太
．
七
転
侶
の
撰
録
に
よ
っ
て
現
在
の
形
に
出
来
上
っ
た
も
の
で
あ
る
。
・
、
し
か
し
撰
録
を
う
な
が
し
た
直
接

の
政
治
的
契
機
は
、
や
は
り
天
智
・
天
武
両
朝
の
精
神
伝
統
の
継
承
に
あ
る
こ
と
は
㍉
元
明
天
皇
は
天
智
の
皇
女
（
阿
草
内
親
王
）
で
あ
り
、
天
武
の
皇
太
子

草
壁
の
妃
で
あ
る
¢
法
治
的
に
は
天
智
の
近
江
令
を
継
承
し
で
ゴ
蕾
む
ま
じ
き
常
0
典
」
、
（
元
明
帥
位
の
詔
）
と
謳
歌
さ
れ
た
が
、
文
治
的
に
は
天
武
の
精
神
系

統
に
立
つ
σ
で
あ
る
。
印
ち
す
で
に
天
武
朝
に
変
改
さ
れ
、
形
象
化
さ
れ
て
夫
・
κ
別
個
の
書
籍
と
な
っ
て
い
る
帝
紀
本
辞
を
、
安
萬
侶
は
一
の
成
書
に
大
体
構

成
し
た
の
で
あ
り
、
、
そ
れ
は
阿
礼
q
諦
脅
の
協
力
に
よ
っ
て
、
・
原
本
O
文
体
を
読
み
易
く
す
る
た
ぬ
に
、
文
体
の
転
換
を
し
た
り
．
・
訓
注
を
多
く
附
す
る
と
と

，
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
安
萬
侶
の
撰
録
は
、
表
記
を
主
と
し
た
玉
体
の
形
成
に
関
す
る
行
為
が
主
で
あ
っ
て
、
古
事
記
の
形
成
上
申
心
的
な
構
想
等
の
、
・
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．
形
象
化
に
は
余
り
関
係
が
な
か
っ
た
と
見
た
い
．
の
で
あ
る
。
端
的
に
言
う
な
ら
ば
㍉
古
事
記
は
天
武
朝
で
出
来
上
っ
て
い
た
と
書
う
こ
と
に
な
ろ
，
う
。
－
古
代
文

学
典
、
の
上
限
が
、
天
武
朝
に
設
定
さ
れ
る
必
然
的
契
機
は
貸
金
に
こ
の
点
に
把
握
ざ
れ
る
の
で
あ
り
、
か
よ
う
に
見
る
こ
と
に
よ
り
、
天
武
の
飛
鳥
朝
を
痛
心

と
し
た
文
学
史
的
意
義
が
、
」
は
じ
め
て
萌
ち
か
に
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
ゆ

　
天
智
・
天
武
両
朝
を
中
心
．
と
し
た
文
学
史
的
意
義
の
考
察
面
の
、
今
ワ
つ
の
面
は
、
万
葉
集
に
於
け
る
考
察
で
あ
．
る
。
し
か
し
従
来
か
ら
も
、
欝
明
以
降
を
万
，

葉
仔
情
詩
の
開
花
期
と
す
る
考
え
方
は
、
学
界
の
常
識
と
し
て
行
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
改
め
て
取
上
げ
て
闘
題
に
す
る
遙
も
な
い
と
い
え
ば
い
え
る
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が
、
最
近
に
於
い
て
は
土
居
光
知
氏
が
、
宮
廷
野
盗
詩
の
系
譜
を
考
察
さ
れ
、
「
宮
廷
好
情
詩
は
斜
明
天
皇
以
後
二
代
（
天
智
・
天
武
）
の
血
統
の
う
ち
に
開
花

レ
、
天
智
天
皇
・
天
武
天
皇
は
宮
廷
に
於
い
て
し
ば
し
ば
詩
及
び
歌
の
宴
を
催
さ
れ
、
そ
の
王
子
王
女
み
な
歌
人
或
は
詩
人
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

（
註
三
）
全
く
、
天
智
・
天
武
二
代
の
系
譜
を
た
ど
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
万
葉
の
歌
は
こ
の
両
朝
が
実
質
的
な
開
花
期
で
あ
り
、
こ
の
両
天
皇
の
皇
子
・
皇

女
・
皇
孫
の
時
代
、
帥
ち
天
武
の
孫
の
丈
武
、
そ
の
子
の
聖
蔵
に
至
る
七
・
八
＋
年
闇
が
、
古
代
日
本
の
拝
情
詩
万
葉
の
歌
が
う
実
賢
的
に
制
作
さ
れ
栄
え
た

時
代
な
の
で
あ
っ
た
。

　
か
よ
う
に
し
て
、
古
代
英
雄
叙
事
詩
の
形
象
化
の
時
期
と
し
て
の
天
武
朝
、
古
代
宮
廷
拝
情
詩
㊨
闇
花
期
と
し
て
、
人
糞
の
歌
因
な
り
歌
材
な
堕
を
形
象
せ

し
め
た
近
江
飛
鳥
の
時
代
は
、
古
代
文
学
史
の
上
限
と
し
て
、
実
質
上
の
開
花
期
と
し
て
、
畏
し
い
古
代
文
学
史
の
構
想
者
に
よ
つ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，



　
古
事
記
と
万
葉
集
に
よ
っ
て
、
古
代
文
学
愛
の
開
花
期
を
近
江
飛
鳥
朝
の
二
十
年
間
に
お
く
べ
き
事
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
而
も
そ
の
論
証

過
程
を
殆
ん
ど
省
く
よ
う
な
結
果
と
は
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
意
図
は
不
十
分
な
が
ら
も
果
し
得
た
積
り
で
あ
る
。
省
、
他
の
古
代
前
期
の
丈
献
に
つ
い
て

は
、
日
本
書
紀
は
古
事
記
に
準
じ
て
よ
い
し
、
祀
詞
は
、
「
大
君
は
神
に
し
ま
せ
ば
」
と
い
う
神
山
意
識
の
急
激
に
高
ま
っ
た
天
武
朝
に
於
け
る
大
部
分
の
変
改

に
よ
っ
て
、
現
型
が
ほ
ぼ
出
来
上
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
宣
命
も
そ
の
思
考
的
基
盤
は
、
神
聖
思
想
の
精
神
系
統
内
の
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
依
っ
て
、
天
武
の
飛
鳥
朝
に
古
代
文
学
皮
の
上
限
が
設
定
さ
れ
る
必
然
性
は
、
古
代
前
期
の
諸
丈
献
の
う
ち
に
、
十
分
な
根
拠
が
見
出
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
。

　
古
代
日
本
の
叙
事
、
「
野
羊
文
学
の
花
が
開
き
出
し
た
近
江
飛
鳥
朝
は
、
古
代
丈
学
理
の
辺
輝
や
け
る
時
▽
で
あ
る
と
共
に
、
古
代
美
術
史
上
、
彼
の
天
李
黄

金
期
の
先
駆
と
し
て
、
白
鳳
期
と
称
え
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
。
金
堂
壁
画
を
中
心
と
す
る
仏
教
芸
術
の
粋
は
v
階
層
世
界
帝
国
の
文
化
圏
内
の
一
環
と
し
て

の
、
．
こ
の
列
島
帝
国
の
残
し
得
た
最
善
外
燈
の
財
産
目
録
で
あ
る
。
そ
れ
は
亘
大
な
英
雄
時
代
の
前
方
後
円
墳
の
比
で
は
な
い
。
こ
と
に
、
大
陸
的
な
荘
洋
と

し
た
高
貴
な
る
風
格
を
帯
び
た
あ
の
壁
画
は
、
白
鳳
期
と
い
う
国
際
的
環
境
の
下
に
制
作
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
後
世
に
遺
し
得
て
悔
い
の
な
い
逸
晶
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
川
崎
氏
の
台
わ
れ
る
よ
う
な
、
奴
鯨
的
境
涯
に
身
を
縛
め
ら
れ
た
画
家
の
、
「
悲
痛
な
抗
議
と
願
望
…
…
真
創
な
い
の
り
」
（
前
歯
）
が
秘
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
よ
り
も
、
・
邸
ち
そ
の
よ
う
な
”
卑
小
な
魂
〃
か
ら
生
み
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
階
書
こ
の
方
の
王
権
誇
示
の
風
潮
の
中
に
あ
っ
て
、
十
分
な
、
貴

族
性
・
の
豊
か
な
発
揚
顯
現
の
上
に
築
か
れ
た
、
堂
々
た
る
天
皇
国
家
を
象
徴
す
る
芸
術
品
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
　
こ
の
金
堂
壁
画
の
時
代
こ
そ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

”
天
皇
”
の
二
字
に
憧
憬
と
魅
力
を
感
じ
、
天
皇
を
地
上
の
太
陽
と
仰
が
弾
め
る
こ
と
に
、
も
ろ
も
ろ
の
文
学
の
泥
を
険
か
せ
て
行
つ
権
時
代
で
あ
り
、
　
一
種

名
状
し
魔
い
、
古
代
の
”
浪
塗
講
蒔
代
〃
と
し
て
、
要
衝
運
上
是
位
淫
書
・
も
の
で
あ
ろ
ケ
。

　
而
も
、
時
代
の
象
徴
は
天
武
天
皇
で
あ
る
。
さ
き
に
倭
建
命
σ
悲
劇
的
英
雄
と
し
て
σ
形
象
化
に
つ
い
て
、
高
木
・
石
母
田
・
西
輝
氏
等
に
依
っ
て
、
天
智

天
皇
の
ア
ポ
・
的
に
対
す
る
、
‘
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
蔚
と
し
で
の
天
武
天
白
三
を
対
比
し
て
考
え
る
示
唆
が
投
げ
か
け
触
れ
て
い
る
て
と
に
言
及
し
た
が
．
船
た
く
し

は
、
む
し
ろ
近
江
朝
か
ら
飛
鳥
朝
へ
の
文
学
史
的
な
推
移
を
、
ア
ポ
愉
的
な
天
智
と
、
「
デ
イ
オ
ニ
ツ
ス
葡
な
天
武
と
の
、
こ
の
古
代
天
皇
国
家
の
二
大
シ
ン
ボ

ル
の
性
格
的
な
対
比
と
、
そ
の
止
揚
と
い
ケ
よ
ケ
な
面
で
捉
え
た
“
と
思
．
到
の
で
あ
為
。
瀞
ち
ア
ポ
ロ
的
と
デ
イ
オ
ご
ツ
ス
的
と
の
対
立
・
止
揚
斯
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
エ
か
エ
ツ
ト

蓋
朝
を
古
代
文
艦
上
に
径
レ
書
意
ケ
の
溶
る
．
、
ユ
剛
薯
蚕
羅
が
耀
す
る
架
改
癸
・
萎
は
粛
上
農
偶
薫
製
属
K

謹
で
は
塗
「
毒
の
乱
の
勝
算
と
し
て
、
後
の
礫
憾
磯
京
の
餐
毒
≦
丸
そ
の
婆
遺
、
政
治
髪
斐
、
卑
劣
菱
に
、
藷
乏

し
た
動
き
を
見
せ
で
、
、
王
権
の
永
遠
の
繁
菓
を
、
天
つ
神
の
事
依
さ
し
、
の
上
に
合
理
化
し
、
諸
皇
子
を
、
．
渚
家
を
、
喜
姓
を
読
得
し
て
、
、
”
断
つ
岩
根
に
宮
柱

　
　
　
　
　
古
代
二
二
史
に
於
け
．
る
近
江
飛
烏
朝
の
意
義
（
徳
光
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
（
五
三
）



巳

　
　
　
　
　
信
．
州
大
・
学
紀
要
　
　
第
｝
多
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
（
五
四
）
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ド
　
セ
へ
　
げ
セ
ヘ
　
セ
　
へ

・
太
知
り
立
て
”
て
、
、
、
天
皇
｛
園
［
家
の
甚
　
般
皿
を
輝
石
石
の
加
ハ
《
に
据
え
了
う
せ
た
天
宮
漏
電
垂
耳
、
浩
…
々
た
る
・
興
信
と
耶
満
ち
足
陶
た
落
ち
0
き
の
上
に
巳
、
ネ
オ
漕
デ
イ
オ

へ
　
ぬ
　
ぎ
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

ニ
ソ
ス
的
へ
直
、
茨
の
性
格
の
変
貌
F
を
遂
ザ
て
行
つ
距
ゼ
思
わ
れ
ゐ
、
齪
ち
生
得
亘
デ
イ
ォ
エ
ソ
ス
的
な
る
庵
の
ば
困
ア
ポ
ロ
的
な
惹
窓
の
ど
U
σ
対
立
を
止
揚

」す

體
_
に
、
新
な
お
変
貌
へ
の
謝
罪
を
見
噂
す
と
と
が
揖
来
る
の
で
一
あ
っ
て
．
ゼ
こ
0
変
貌
過
程
期
が
、
古
代
文
学
史
Ω
開
花
朗
ど
し
て
、
「
ア
ポ
ロ
」
的
近
江
靭
で

あ
玖
そ
丸
・
デ
イ
ォ
・
ソ
ス
的
洗
対
立
止
揚
期
毛
て
の
飛
雪
で
あ
る
意
う
美
選
手
品
格
の
対
比
に
於
ど
、
鋸
洗
る
、
黒
身
暑

の
美
学
典
的
意
義
は
、
壬
申
の
乱
を
契
機
と
す
為
、
天
智
・
泓
文
と
、
天
武
と
の
人
闘
衡
平
路
線
葱
験
み
る
時
に
、
ま
こ
と
に
複
雑
怪
奇
な
、
Y
　
一
即
断
斎
主
養

的
な
深
刻
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
旧
辞
も
万
葉
の
野
情
詩
も
、
、
そ
う
し
た
人
闇
把
握
の
面
な
し
に
は
、
恐
ら
く
文
学
史
的
定
位
は
不
可
能
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で
あ
ろ
う
。
而
も
そ
う
し
た
人
間
関
係
な
る
が
故
に
、
凪
辞
や
万
葉
の
歌
に
．
複
雑
な
時
代
の
か
げ
り
や
《
ま
が
賦
與
さ
れ
て
、
芸
術
品
と
し
で
は
一
段
ど
磨
・

ぎ
の
か
か
っ
た
も
の
が
生
み
な
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
り
、
近
江
飛
鳥
朝
時
代
の
文
学
史
的
意
義
は
そ
の
点
に
暁
確
に
見
吊
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
穴
・
四
二
）

　
、
一
三
）

　
　
　
（
一
）
西
郷
信
綱
「
万
巽
集
の
形
成
」
（
「
丈
学
」
二
十
五
年
九
月
号
）

　
　
　
λ
二
）
高
木
市
之
助
「
倭
建
命
と
浪
漫
精
神
」
（
「
吉
野
の
鮎
」
所
牧
）
・
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
（
三
）
土
居
光
知
「
日
本
の
野
情
詩
の
展
聞
」
（
「
文
学
」
二
十
五
年
二
月
号
）

　
　
　
（
四
）
群
崎
氏
前
掲
稿
盟

　
一
〔
附
記
〕

　
．
　
．
（
．
一
）
．
近
江
飛
鳥
朝
を
古
代
文
学
史
の
上
限
期
と
す
る
実
証
資
料
と
し
て
、
記
紀
万
葉
σ
外
に
、
本
邦
漢
詩
集
の
元
組
で
あ
る
「
珍
書
藻
」
（
耕
H
）
が
あ
る
ゆ
「
先
哲
の
邊

　
　
　
　
風
を
憶
う
」
と
い
う
そ
の
序
文
に
依
っ
て
も
、
先
哲
の
上
限
は
近
江
朝
で
あ
参
、
巷
頭
の
五
言
は
淡
海
朝
大
友
皇
子
の
二
首
、
・
次
に
河
島
皇
子
一
首
y
濡
郷
原
三
分
長

　
　
　
　
子
火
津
の
四
首
、
就
中
そ
の
臨
終
一
士
は
絶
唱
で
、
近
江
飛
鳥
朝
が
古
代
表
庭
史
上
の
開
花
期
で
あ
る
こ
と
を
い
よ
い
よ
騰
馬
に
す
る
資
料
で
あ
る
。

　
　
　
〈
二
）
　
「
文
学
」
二
十
六
年
七
月
号
に
発
表
の
拙
稿
「
古
代
文
学
史
の
開
花
期
天
武
朝
」
は
、
本
稿
と
同
一
テ
ー
マ
を
や
や
違
っ
た
角
度
か
ら
取
扱
っ
て
あ
り
、
而
も
部
分
的

　
　
　
　
に
は
両
者
の
文
章
が
運
「
な
ど
・
う
も
あ
る
が
、
男
で
欠
い
て
あ
る
・
と
を
芳
で
論
じ
た
ど
い
う
点
が
、
前
後
の
三
分
に
多
い
の
で
お
っ
て
、
是
非
併
読
し
イ
、
頂

　
　
　
　
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
六
・
六
・
八
校
了
）

ズ



Summary

A Meaning of the Age of "Omi-Asuka" in an Ancient History of Japanese Literature

By Kyuya  TOKUMITSU

This study is summarized in two points. They are as follows.

(1) Till now the early part of an ancient history of Japanese Literature is the age of Emperor Suiko. (593-628 

 A.  D.  ) • 

   And the materials of this decision are the prose writings in the age of Emperor Suiko. But these prose 

   writings are practical ones, not poetical or aesthetic. Therefore it is not right to think that these prose 

    writings are materials to point the early part of  an ancient history of Japanese Literature. 

(2) I think that the standpoint of the early part of an ancient history of Japanese Literature must be researched 

   in another way. 

   The original form of "Kojiki" was formed in the Sixth century.  But the present "Kojiki" was formed in the 

   Eighth century. Between these  two centuries was the time of Modification. 

   The most important and the last modifications is the age of Emperor Tenmu. "Manyo-shiu", a  Japanese 

   anthology in the early days, was formed in the same age that the original form of "Kojiki" was formed. 

   Finally I conclude that the age of  (lmi-Astika is the flowering age of an ancient history of Japanese Litera-

    ture. 

      Professor of Japanese Classics, Faculty of Education, at the Shinshu University.
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